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(

八
ー
-o)

.

天
下
国
家
を
治
め
る
政
治
原
則
の
開
陳
が
そ
こ
に
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
が
純
化
せ
し
め
ら
れ
、
栄
学
の
.理
論
の
.援
用
と
相
ま
っ
て「

経
世
済
民」 

論
の
構
成
へ
と
継
承
さ
れ
た
の
.で
あ
る
。

そ
こ
で
は
民
.を
指
導
す
る
の
に
.、

ま

ず

「

養」

.が

「

教」

、に
先
立
ち
て
確
立
す
る
こ
.と
が
、

求
め
ら 

れ
、
物
的
生
活
め
充
実
、
そ
の
た
め
に
物
的
財
を
豊
富
に
す
る
諸
政
策
が
考
え
ら
れ
、
富
ま
し
め
た
後
こ
れ
.を
教
う
べ
き
で
あ
る
•と
考
え
ら
.れ
、
 

富
ま
し
め
、
そ
し
て
民
を
教
う
る
こ
と
が
治
者
の
任
務
と
考
え
ら
れ
た
。
民
は
財
貨
に
■不
足
す
れ
ば
、
人
の
人
た
る
道
を
失
う
も
の
で
あ
る
。
そ 

れ
故
、
国
家
治
政
の
要
諦
は
養
を
第
一
に
、
民
の
食
を
た
ら
し
め
る
こ
と
：に
あ
っ
た
。
.か
く
て
、
如
何
に
し
た
ら
民
を
十
分
に
養
い
う
る
か
、
.財

，(

注一) 

..

貨
.を
十
分
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
、
：
と
い
う
事
の
検
討
と
な
る
0

「

.±
学」

中
に
あ
る
一
節
が
、
こ
の
場
合
の
根
拠
に
援
用
さ
れ
る
。

一
方
に 

は
生
産
増
強
が
、
他
方
に
は
消
費
節
約
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
こ
に
養
に
間
す
る
政
策
.の
原
則
が
た
.で
ら
’扠
、
こ
れ
に
参
与
し
う
る
人
々
は
、
す
で 

に
儒
学
に
よ
り
思
想
的
に
準
備
さ
れ
、
そ
办
豊
富
な
政
治
の
知
識
を
身
に
蓄
積
し
、
そ
の
知
に
よ
り
幕
府
I
諸
侯
に
仕
す
る
能
力
を
持
っ
た
者
で 

あ
っ
た
。
か
く
て
、
幕
府
丨
諸
侯
忆
そ
の
知
的
才
能
に
よ
り
採
用
さ
れ
、
具
体
的
に
直
接
的
な
政
策
樹
立
'に
参
与
し
え
た
人
々
や
、
野
に
あ
り
、
 

政
策
を
考
究
し
、
理
論
を
開
陳
す
る
人
々
の
群
を
生
み
出
し
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
人
々
に
よ
っ
て
、
本
格
的
な「

経
世
済
民」

論
の
展
開
が 

に
な
わ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。
，
と
く
に
、
..
封
建
社
会
.の
内
部
に
お
け
る
経
済
的
発
展
と
共
に
、
幕

府

.
武
士
層
の
経
済
的
破
綻
が
'深
刻
化
し
、
財
政 

に
つ
い
て
真
剣
な
る
検
討
を
必
要
と
す
る
事
実
の
進
展
と
共
に
、
'旧
来
の
朱
子
学
的
経
世
済
民
論
を
も
っ
て
し
て
は
処
置
し
え
ぬ
事
情
と
な
る
に 

及
び
、
こ
れ
ら
の
諸
問
題
に
対
処
し
、’
新
し
い
見
解
の
下
に
、
解
決
の
道
を
求
め
.つ
つ
あ
っ
た
多
く
の
思
想
家
を
生
み
出
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ 

る
。
.
.

(

注
一)

経
済
の
原
則
の
根
拠
と
し
て
、
大
学
の
次
の
言
葉
が
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
て
い
る
。

「

財
を
生
ず
る
に
大
道
あ
り
。
，こ
れ
を
生
ず
る
者
衆
く
、
こ
れ
を
^
す̂
る
者
寡
く
、
こ
れ
を
為
る
者
疾
く
、
こ
れ
を
用
ふ
る
者
舒
か
な
れ
ば
、
財
恒
に
足
る」

(

昭
和
三
八
.
八

ニ

)

ユ

]

一ご

ィ

1
ル

財
政
の

構
造
分
析

大

島

通

第
一
章
恐
慌
ょ
り
■の
脱
出

㈠

大
恐
慌
と
二
ュ
ー
：
デ
イ
I
ル 

㈡

初
期
の
通
貨
信
用
政
策
の
性
格

.(

以
上
本
号)

.

.

.

第

二

章

.

「

停
滞」

と
そ
の
克
服

第
三
章
：
一
九
三
七
年
恐
慌
前
後..
- 

.

.

.

第

.
一

章

恐

慌

ょ

り

の

脱

出

'

H

.
大
恐
慌
と
二
ュ

I

.
,デ
ィ
ー
ル 

I

一
 

九
二
九
年
秋
に
発
生
し
た
恐
慌
は
、
ア
メ
リ
ヵ
に
お
い
て
は
、
一
九
三
'一.年
に
一
.時
回
復
に
向
か
.ぅ
か
と
思
わ
せ
る
兆
候
.を
示
し
た
も
の

. 

r

)

の
、
そ
.の
後
、
.経
済
活
動
の
諸
指
標
は
再
び
後
退
を
示
し
、
そ
の
影
響
の
か
つ
て
な
い
深
刻
さ
と
、
不
況
の
著
し
く
長
期
的
な
性
格
が
明
ら
か
と 

.な
る
。

一
九
二
九
年
に
、
労
働
力
人
口
の
三
• 
ニ
％
、：
一
 

五
五
万
人
で
あ
っ
た
失
業
者
は
、
こ
の
期
間
に
急
速
に
増
大
し
、
.■一
 

九
兰
ニ
年
に
は
、

'

. I

丨
•

デ
ィ
一
ル
財
政
の
構
造
分
析

(

一)

• 

'

ニ

三

(

八
■
二

)
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:
'
:
: 

' 

ニ

四

(

八
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.ニ
三
:.
六
％
、
.ー：：、：
ニ
〇
六
万
人
と
：な
：り
、
翌
三
三
年
に
は
、1:

一：四
'
•九
％
、
，，r

1
:ー：.八
：三
万
人
.に
達
す
る
。':
.
'
.
他
方
、
全
商
品
を
：と
ら
え
た
価
格

.(

3)

：

：

：

. 

.

低
落
の
な
か
'で
最
も
激
し
い
下
落
を
示
.し
た
の
は
、：
い
う
ま
で
も
な
く
農
産
物
価
格
で
あ
.る
が
、
こ
の
と
と
：は
、
.当
然
農
家
所
得
の
著
し
い
減
少 

を
も
た
ら
し
.'
農
民
は
、
租
税
、
債
務
等
の
童
庄
の
も
と
に
.お
が
れ
：る
こ
と
ど
な
る
。

一.九
：ニ o

年
代
に
繁
栄
を
蘭
歌
し
、
1そ
の
担
い
手
た
る
こ 

と
を
自
負
し
て
き
た
資
本
家
た
ち
、
.あ
る
い
は
政
府
の
指
導
者
た
ち
は
、
恐
慌
の
も
た
ら
し
た
壊
滅
的
な
打
撃
の
も
と
に
現
状
打
開
の
途
を
晃
失 

な
い
、
時
に
果
敢
無
い
楽
観
的
見
通
し
を
宣
伝
b
た
.と
し
て
も
、
直
ち
に
そ
れ
は
事
態
の
進
行
に
よ
っ
て
覆
え
さ
れ
て
、
そ
の
無
力
さ
は
益
々
明 

ら
ヵ
と
な
つ
た

1

九
三
ニ
年
、
こ
の
よ
う
な

狀
況
の
な
か
で
、
大
統
領
選
举
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、，
換
言
す
れ
ば
、
こ
の
状
況
は
、

一
方
に
お
け
る 

労
議
者
や
農
民
、
そ
の
他
退
役
軍
人
や
太
衆
投
資
家
等
々
の
一
般
に
は
無
_
心
と
.絶
望
の
状
態
、
そ
の
な
か
で
徐
ノV

に
増
大
し
つ
つ
あ
る
主
と
し 

て
^
!然
発
生
的
な
反
抗
運
動
と
体
制
に
対
す
る
不
信
感
、
他
方
に
お
い
て
は
、
政
府
指
導
者
、
資
本
家
た
ち
、
軍
指
導
者
た
ち
の
抜
き
難
い
体
制 

的
危
機
意
識
、
こ
の
両
者
の
ま
さ
に
対
照
的
な
明
確
化
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た

と
い
え
よ
う
。
ァ
ー
サ
ー
•シ
ュ

レ
ジ
ン
ガ
ーA

r
t
h
u
r

(

4)

M
.

 s
c
h
l
e
s
i
n
g
e
r
(
J
r
.
)

の
克
明
な
叙
述
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
共
産
党
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
失
業
者
評
議
会
は
、
..一
九
三
一
年
に
ヮ
シ
ン
ト
ン 

に
お
い
て
国
民
飢
餓
行
進
を
組
織
し
、
あ
る
い
は
州
政
府
の
失
業
救
済
政
策
の
貧
困
の
結
果
と
し
て
、
失
業
市
民
連
盟
等
の
形
態
に
お
い
て
、
さ 

ま
ざ
ま
の
自
助
物
々
交
換
団
体
が
結
成
さ
れ
た
。
農
民
の
間
で
は
、

一
九
三
ニ
年
に
農
民
休
日
連
盟
が
結
成
さ
れ
、
生
産
費
以
下
で
農
場
生
産
物 

を
売
渡
す
こ
と
を
組
織
的
に
拒
否
す
る
運
動
が
展
開
さ
れ
、
公
吏
に
よ
る
債
務
抵
当
権
の
強
制
執
行
も
し
ば
し
ば
実
力
に
よ
っ
て
阻
止
さ
れ
た
。
 

退
役
軍
人
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
ボ
ー
ナ
ス
軍
は
、
■一
九
三
ニ
年
五
月
、

ヮ
シ
ン
ト
ン
に
集
ま
っ
て
、
議
会
に
特
別
与
支
給
を
要
求
し
た
。
ま 

た
、
ニ
〇
年
代
に
進
め
ら
れ
て
き
た
政
策
、
た
と
え
ば
、
高
所
得
者
層
あ
る
い
は
投
機
利
得
者
に
対
す
る
課
税
上
の
著
し
い
優
遇
措
置
等
は
、
景 

気
後
退
の
過
程
に
，あ
.っ
て
そ
の
特
権
的
性
格
を
次
第
に
明
ら
か
に
じ
て
、，1

般
大
衆
の
不
満
を
増
大
さ
せ
、
あ
る
い
は
大
企
業
に
対
す
る
不
信
の
，
 

念
を
か
も
し
出
し
つ
つ
あ
つ
た
。
こ
の
間
、
.
ア
メ
リ

カ

共
産
党
は
、
ウ

イ

リ

ア

ム

.
Z

.
フ
ォ
ス
タ
ーW

i
l
l
i
a
m

 

z
.

 

F
o
s
t
e
r

を
中
^
と
し
て
、

失
業
者
組
織
等
へ
の
働
き
か
け
を
強
め
、
共
産
主
義
理
論
あ
る
い
'は
ソ
連
体
制
に
対
す
る
支
持
層
を
.あ
る
.程
度
拡
大
す
る
と
と
に
成
功
し
、
社
会 

,

党
は
、
ノ
ー
マ
ン
•
ト

マ

ス.
N
o
r
m
a
n

 T
h
o
m
a
s

を
中
心
と
し
て
、
■国
家
資
本
主
義
的
な
.理
論
を
説
き
、
知
識
階
級
の
な
か
に
若
干
.の
支
持
を
得 

つ
つ
■あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
急
進
主
義
的
.な
政
党
の
：運
動
は
大
^

の̂
組
織
や
運
動
を
殆
：ど
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、，
運
動
は
自
然
発
生 

•的
な
.性
格
を
脱
し
え
な
’か
：っ
た
し
、.
.ま
た
、
す
べ
て
の
失
業
者
や
農
民
が
叛
逆
と
抵
抗
に
立
ち
上
っ
た
，訳
で
も
な
い
。
多
数
の
民
衆
は
、
貧
困
の 

底
に
あ
っ
て
絶
望
と
無
関
心
に
.沈
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
 

.

.

■

だ
が
、
こ
の
よ
う
に
限
ら
れ
た
性
格
.の
も
の
.で
あ
っ
た
と
し
て
も
、『

九
兰
ニ
年
か
ら
三
三
年
に
か
け
、て
の
政
治
的
•
社
会
的
状
況
は
、
支
配 

階
級
を
し
て
、
体
制
的
危
機
意
識
を
抱
が
.し
.め
る
に
は
十
分
な
も
.の
が
あ
っ
.た
。
し
か
も
.、
世
界
的
に
は
、

一
九
一
七
年
以
後
の
ロ
シ
ァ
に
お
け 

る
革
命
の
成
功
'、
ス
タ
ー
リ
ン
の
凌
配
の
も
と
で
の
体
制
的
安
定
が
と
に
か
ぐ
達
成
さ
れ
つ
つ
あ
：っ
た
と
：い
う
条
件
が
あ
る
。

一
九
三
三
年
初
頃 

の
議
会
の
証
言
に
お
い
て
、
革
命
の
可
能
性
が
增
大
し
つ
つ
：あ
る
.と
.い
う
指
摘
が
み
ら
れ
る
の
は
支
配
階
級
の
^
機
感
の
証
左
と
い
っ
て
よ
い
。
 

警
察
や
軍
隊
等
の
権
カ
機
構
を
も
0
て
す
る
大
衆
的
抵
抗
運
動
の
：弾
圧
も
次
第
に
激
し
く
な
る
傾
向
を
'示
し
.
て
い
へ
た
。

し

か

も

、

フ

ー

ヴ

.
ァ

ー

政 

権
，の
恐
慌
対
策
は
.次
々
と
破
産
し
，

一
九
三
三
年t

月
以
後
、
銀
行
休
業
が
全
国
に
.波
及
す
る
に
及
ん
で
も
な
お
、
政
府
当
局
者
は
な
す
と
こ
ろ 

を
知
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
.
ァ
メ
リ
ヵ
資
本
生
義
の
指
導
者
層
に
お
け
る
体
制
的
危
機
の
認
識
の
度
合
や
そ
の
内
容
を
最
も
明
確
に
示
す
の
は 

何
よ
り
も
、
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
.ル
ト
政
権
に
：よ
っ
て
遂
行
さ
れ
た
諸
，政
策
の
'3
1
程
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

一
九
三1

一
年
の
大
統
領
選
挙
に
お
い
て
、
 

ハー

パ
ー
ト•

フ
ー
ヴ
ァ
ー
が
次
の
よ
う
に
語
っ
た
：こ
と
は
、
そ
の
主
観
的
意
|1
は
別
と
し
て
、
三
三
年
の
政
権
交
替
の
意
味
を
.よ
く
示
し
て
い

- 

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

. 

. 

.

.

. 

'
•

. 

.

.

. 

.

.

. 

.

.

. 

こ

.

. 

.

.

.

る
。「

今
回
の
選
挙
は
、
，単
な
る
与
党
と
野
党
と
の
入
れ
替
り
で
は
な
い
。

そ
れ
は
わ
が
国
民
が
今
後
の
一
世
紀
に
進
む
方
向
を
決
定
す
る
こ
と

.
を
意
味
す
る
。

」

私
的
な
独
占
資
本
主
義
体
制
よ
り
国
家
独
占
資
本
主
義
体
制
へ
の
移
行
は
、
こ
の
よ
う
な
®
本
主
^
体
制
の
政
治
的
。
社
会
的
な

' 

.

.

.

.
■ 

■
 

' .
 

•■'.
:
. 
.
■

-
: 

.'

■■■

. 

-

.

-

 

.

危
機
的
状
況
の
深
刻
化
に
よ
っ
て

一
つ
の
画
期
点
を
与
え
ら
れ
、
ま
た
促
進
さ
れ
て
き
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(

1)

あ
る
研
究
に
よ
れ
ば
、
一
九
ニ
九
年
八
月
を
ピ

ー

ク

と

し

て

、

収
縮
期
は
1
九
三
三
'年
三
月
ま
で
四
三
ヵ
月
続
き
、
一
八
七
〇
年
代
は
罾
の
ァ
メ
リ
ヵ
の 

ニ
仏
|
.デ
ィ
ー
ル
財
政
の
構
造
分
析(

ー)

： 

.

ニ
五
.(

八
ニ
一
.ー

)



ニ
六
，
穴

m
)

景
気
循
環
史
上
最
も
長
期
間
に
宜
る
も
め
で
あ
ヴ
、.
こ
れ
に
つ
ぐ
も
の
と
し

で
.は
、バ
一
八
八
一
¥
:ー
ー
ー
月
以
逢
.ー
ー
八
ヵ
月
続
い
た
例
が
あ
る
が
、
他

.は
七
力
月
乃
，
 

.
:
.
至
ニ
..四
ヵ

月
..；で
あ
..づ
tc
と
.い
わ

れ

る
。John .M.. Firestone,.

.

-Federal Receipts, .and 

expenditures firing Busines

'̂cyclesv. 1879
〜
1958.. p..4.

(

2) 

U
.
S
. 

Department of Commerce, Historical Statistics of the unit

SIstates, Coionial Time 

to'
'1957, p. 73.

(

3)

一
 

九1
ブ
六
年
を
1
0〇
と
し
た
卸
売
価
格
指
数(

B'
L

s

yに
お
い
て
，
農
産
#
以
外
の
商
品
の
価
格
指
数
は
一
九
一
一
一
一
一

^,
に
七
0 
•
一
一
で
あ
る
の
に
対 

'

し
：て
、
農
産
物
価
格
指
数
は
同
年
に
四
八
二
一
を
示
す
。
！bid.,.P.116.:

(

4) 

Arthur M.schlesinger (Jr.)，，

H
h
e 

A
g
e
b
f

 Roosevelt、，
voL 

1
,
Crisis o

f
o
l
d

 Order, 

1957, pp. 256 〜
7
7
,
.
(

救
仁
郷
繁
訳「

旧
体
制
の
危 

_

機」

一
九
三
頁
以
下
。)
'

(

5) 

A. M..schlesinger,op. 

.
c
i
r

p. 

3
.

.

(

訳
、
五
貢
。)

:

(

6) 

A. 

M
,

 Schlesinger, op. 

c
i
r

p
，
1
.
(

.訳
、
.三
四
四
頁
。)

と
こ
ろ
.で
、
ル
ー
尤
ヴ
'ェ
ル
ト
政
権
は
、
そ
の
恐
慌
克
服
の(

た
め
..の
諸
政
策
を
基
礎
づ
け
る
も
の
と
し
て
、

一
九
一
一
九
年
恐
慌
の
深
刻
さ
お
ょ 

び
そ
の
：奢
し
；い
長
期
化
の
原
因
を
：ア
メ
リ
ヵ
資
本
主
義
：の
経
済
機
構
そ
の
も
の
の
内
に
見
出
そ
う
と
し
、
従
っ
て
そ
の
克
服
の
契
機
も
国
内
政
策 

に
見
出
さ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
.の
た
め
に
.は
金
本
位
制
：の
停
止
.が
必
要
で
あ
る
と
の
見
方
を
と
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、

フ
ー
ヴ
ア
ー
政
権
が 

国
内
政
策
の
行
き
詰
り
か
ら
、
国
際
金
本
位
制
の
再
確
立
が
ア
メ
リ
ヵ
の
物
価
暴
落
を
教
う
唯
一
の
方
策
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
と
ま
さ
に

へ7) 

.

対
摭
的
で
あ
る
。

そ
の
後
の
事
態
の
推
移
が
前
者
の
芷
し
さ
を
裏
づ
け
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
，い
。

さ
ら
に
、

ル
ー
ズ
ヴH

ル
ト
政
権

は
、
国
内
の
経
済
過
程
に
つ
い
て
、

「

経
済
成
熟」

、

「

拡
張
の
時
代
の
終
焉」

、「

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
消
滅」

等
と
'し
て
表
現
さ
れ
る
理
念
を
抱
い 

(

8) 

：

て
お
り
、
こ
れ
ら
は
、
後
の
人
，
丑

'
ハ
ン
セ
ン
等
の
所
謂「

長
期
停
滞
仮
説」

を
想
わ
し
め
る
も
の
が
あ
る
。
第
ニ
次
±'
.戦
後
十
数
年
を
経
た

今
日
ま
で
の
資
本
主
義
経
済
発
展
の
経
験
か
ら
す
れ
ば
、

J 
• 
ロ
ビ
ン
ソ
ン
が
指
摘
ず
る
ょ
う
に
、

「

今
日
の
世
界
の
最
も
富
裕
な
a

で
す
ら
、

有
用
な
資
本
蓄
積
钇
物
理
的
な
意
味
に
お
い
て
完
了
し
た
と
い
う
に
は
程
遠
い
状
態
に
あ
る
。

」

た
し
か
に
、
長
^

^
滞
仮
説
あ
る
い
は
経
済
の
自

動
的
回
復
力
の
喪
失
と
い
う
認
識
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
一
九
三
〇
年
代
の
経
済
過
程
の
分
析
に
つ
い
て
さ
え
も
有
効
た
'り
え
な
い
の
で
あ
る
が
、

拱
手
し
て
経
済
の
自
動
的
回
復
を
待
つ
こ
と
が
体
制
的
危
機
の
増
大
を
意
味
し
た
三
〇
年
代
初
の
状
況
の
な
か
で
は
、
資
本
制
社
会
の
指
導
者
層

と
し
て
は
こ
の
よ
う
な
現
状
把
握
の
し
か
た
に
赴
か
ざ
る
を
得
ず
、
ま
た
、
そ
れ
に
よ
っ
て
諸
政
策
の
根
拠
の
正
当
化
を
試
み
ざ
る
を
得
な
か
っ 

た
の
は
、
十
分
に
あ
り
う
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
も
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。

指
導
者
層
に
よ
る
理
念
の
表
現
は
い
か
に
と
も
あ
れ
、
現
実
の
経
済
過
程
に
お
け
る
諸
困
難
は
'
資
本
主
義
の
再
生
産
過
程
の
内
包
す
る
矛
盾 

に
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

一
九
ニ
九
年
恐
慌
は
、
周
期
的
な
恐
慌
と
し
て
発
生
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
先
行
す
る
ニ
〇
年 

代

の

「

繁
栄」

は
私
的
な
独
占
資
本
主
義
体
制
の
高
度
の
発
展
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
資
本
制
生
産
様
式
に
内
在
す
る
諸
矛
盾
も 

一
層
の
拡
大
を
と
げ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
ニ
九
年
恐
慌
を
し
て
、
従
来
に
な
く
激
し
く
、
且
つ
長
期
に
亘
る
も
の)

と
し
た
。
同
時
に
、

一
九 

ニ
九
年
恐
慌
は
、
独
占
資
本
主
義
段
階
に
お
い
て
国
家
の
積
極
的
な
経
済
干
渉
な
し
に
展
開
さ
れ
た
最
後
の
恐
慌
と
し
て
特
徴
づ
け
る
こ
と
が
で 

き
よ
う
。
生
産
過
程
に
お
け
る
合
理
化
の
遂
行
は
生
産
力
水
準
を
上
昇
さ
せ
、
ま
た
こ
れ
に
伴
な
っ
て
生
産
の
社
会
的
性
格
は
一
層
強
め
ら
れ
る 

の
で
あ
る
が
、
流

通

.
分
配
等
の
諸
側
面
に
お
い
て
は
、
金
融
資
本
の
個
別
的
利
益
が
徹
底
し
て
追
求
さ
れ
、
国
家
権
力
に
よ
る
諸
政
策
は
こ
れ 

を
強
力
に
促
進
し
た
。
第
一
次
大
戦
当
時
に
既
に
一
時
的
に
せ
よ
国
家
独
占
資
本
主
義
的
な
諸
機
構
の
展
開
が
み
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ 

の
後
は「

常
態
へ
の
復
帰R

e
t
u
r
n

 

to 

N
o
r
m
a
l
c
y
」

.の
理
念
の
も
と
に
こ
れ
ら
の
諸
機
構
は
全
面
的
に
後
退
せ
し
め
ら
れ
た
。

こ
の
間
、
生
産 

の
社
会
化
は
一
層
強
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
生
ず
る
体
制
的
矛
盾
は
益
々
拡
大
さ
れ
る
他
は
な
い
。
こ
の
こ
と
も
ま
た
、

一
九 

ニ
九
年
の
恐
慌
の
影
響
を
特
に
深
刻
な
も
の
と
し
た
。
か
く
て
、
恐
慌
克
服
の
た
め
に
は
、
国
家
に
よ
る
再
生
産
過
程
へ
の
干
渉
あ
る
い
は
統
制 

の
途
が
.選
ば
れ
ざ
る
を
え
ず
、
こ
こ
に
、
国
家
独
占
資
本
主
義
'# ,
制
べ
の
移
行
は
、
現
実
的
な
姿
を
と
っ
て
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

(

7) 

A. 

M
.

 Schlesinger, 

op, 

c
i
r

pp. 

45516.
(

說
、.
.三
-四
八
I
九
頁
.。

)

,

(

8) 

A. M
.

 Schlesinger, 

*The A
g
e

 of RoosevelV, vol.2, 

T
h
e

 C
o
m
i
n
g

 of the 

N
e
w

 Deal, pp. 

180—
1.

(

9) 

s
s
- p

(

10)

一
九
二
九
年
恐
慌
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
既
に
ヴ
ァ
ル
ガ
の
も
の
を
初
め
と
し
て
幾
つ
か
の
論
究
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一

.
つ
の
例
を
、
佐
藤
定
幸 

氏
の
分
析
に
つ
い
て
み
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。
こ
の
恐
慌
が
激
烈
な
形
態
を
と
っ
た

#
力
の
原
因
は
、
ニ
五

〜

九
年
の
好
況
期
に
お
い
て
な
お
一
一
一
%
に
も

二
ュ
ー
•
デ
ィ
ー
ル
财
政
の.構
造
分
析(

一) 

' 

ニ

七(

八
一
五)



ニ
A

(

八
.一
六)

達
す
る
設
備
の
遊
休’
あ
る
い
は
固
定
資
本
の
巨
大
な
過
剰
の
存
在
に
求
め
ら
.れ
、
こ
れ
に
な
ら
：ぶ
要
因
と
し
て
、.世
界
的
農
業
恐
慌
と
の
絡
み
あ
い
、
独
占

体
に
よ
る
独
占
価
格
維
持
の
た.め
の
極
度
の
生
産
制
限
が
あ
げ
ら
れ
る.

3
九
一
一
九
年
恐
慌

K 

.

「

講
座
恐
慌
論」

第
汉
卷
所
収)

。
こ
の
見
解
に
対
し
て
は
、

.

常
盤
政
治
氏
の
，..
工
業
恐
慌
と
農
業
恐
慌
と'の
関
係
、.
固
定
資
本
過
剰
化
と
独
占.の
作
用
等
の
点
に
つ
い
て
の
批
判
が
あ
る

(『

ー
九
1ー
ー
〇
年
代
の
農
業
恐
慌

の
性
格
に
つ
い
て

』

.慶
応
義
塾
経
済
学
会
編、

「

^
^

学
年
報」

こ
.

の
恐
慌
の
特
徴
を
、
生
産̂-
程
に
お
け
る
諸矛
盾
、
独
占
の
作
用
か
ち
解
明

す

る

こ

と

：
は

疋

1;
い
の
で
あ
る
が
、

同
時
に
、

こ
の
点
と
の
関
連
.に
.お
い
て
、

貨
幣
資
本
の
循
環
構
造
に
つ
い
て
の
一
層
の
分
析
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
具
体
的
に
は
、
国
内
ヒ
つ
い
て
は
、
独
占
体
の
資
金
調
達
の
構
造

—

自
己
金
融
の
支
配
化
、
こ
れ
と
の
対
応
に
お
け
る
、
生
産
的
投
資
の
必
要
を
超
え
る

証
券
投
資
の
盛
行
、
そ
の
投
機
的
性
格
の
強
化
，
賃
金
分
配
率
の
低
下
、
税
制
変
更
の
作
用
等
に
よ
る
所
得
分
配
構
造
の
変
化
等
、
国
際
的
に
は
、
長
期
、
短

期
資
金
の
流
通
構
造
、
こ
れ
に
と
も
な
う
国
際
金
本
位
制
の
作
用
等
の
諸
事
実
で
あ
る
。
三
〇
牟
代
以
後
の
国
家
独
占
資
本
主
義
体
制
の
も
と
で
展
開
さ
れ
る

国
家
に
よ
る
再
生
産
過
程
へ
の
千
渉
は
、
多
く
の
場
合
、
こ
•れ
ら
の
貨
幣
資
本
の
流
通
の
規
制
と
い
う
形
態
を

.と
っ
て
い
る
こ
と
も
、
こ
れ
に
先
立
つ
ニ
〇
年

代
に
お
け
る
こ
の
側
面
に
つ
い
て
の
考
察
、
.
更
に
は
、
資
本
主
義
的
経
済
循
環
一
般
に
お
け
る
貨
幣
資
本
の
役
割
の

.分

析

.
の

必

要

な

こ

と

を

示
し
て
い
る
と
思 

■

わ
れ
る
。
 

:

:

'

 

.

(

11)

租
税
政
策
の
上
で.は
、
超
過
利
潤
税
の
減
税
、

の
累
進
度
の
引
下
げ
、
連
邦
政
府
債
務
の
償
還
政
策
、
低
金
利
に
よ
る
上
昇
刺
戟
的
な
信
用
政 

策
等
"Paul Studenski a

nd H
e
r
m
a
n

 E. Kroos, 
*Financial H

i
s
t
o
r
y
o
f

 the 

United states、，
1952,ohap. 

2
4
&
2
5

 

参
照
。
ま
た
、
シ
ユ
ム
ぺ
'丨

'
タ
ー
の
表
現
を
か
り
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

「
合
衆
国
政
府
は
戦
時
の
統
制•
規
制
•
組
織
の
大
部
分
を
迅
速
に
廃
止
し
、
国
内
の
社
会
的
•
経
済
的
構
造 

.上
の
諸
問
題
を
伴
な
う
方
策
を
差
し
控
え
、
海
外
の
.紛
糾
に
関
わ
り
あ
わ
な
い
こ
と
に
成
功
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
民
間
事
業
に
適
合
し
た

#

0
気
を
つ
く
り
だ 

し
た
。

」
Joseph Schumpeter, 

-Business Cycles

ノ vol..II, p,

.

710. 

' 

,

m

と
こ
ろ
で
、

一
九
1
ー
九
年
恐
慌
.は
、
.連
邦
政
府
財
政
の
連
営
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
ろ
う
ザ
表
I
は
、

一
九
三
〇
年
六 

月
三
〇
日
を
以
て
終
る
一
，九
三
〇
年
度
よ
り
、

ー
九
三
ー
'ー1年
度
に
到
る
間
の
、
連
邦
財
政
収
支
の
差
額
に
関
す
る
推
定
と
実
績
と
を
示
し
た
も
の 

で
あ
る
。
こ
の
内
の「

修
正
推
定
額」

は
，
前
年
度
の
財
政
状
況
の
報
告
に
際
し
て
、
^
該
年
度
の
収
支
に
つ
い
て
年
度
開
始
後
|ーー〜

四
.ヵ
_月
経 

っ
た
時
点
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。.
.一.
九
三
〇
年
度
の
財
政
収
支
が
七
億
ド
ル
余
の
余
剩
を
示
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
年
度
の
財 

政
収
入
が
、
主
と
し
て
一
一
，九
年
中
の
所
得
あ
る
い
は
経
済
活
動
を
蓝
礎
に
し
て
決
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
し
か
：し
、

一
九
三1

年
度
以
降

年 度
当初予算 
における 
推 定 額

そ の 後  
の 修 正  
推 定 額

年度経過 
後 の  
実 績 額

1930 +  614 +  856 +  738
1931 +  758 +262 -4 6 2
1932 +  499 -1 ,7 1 1 - 2 , 735 •
1933 一 923 -1 ,1 4 6 —2, 602

財政収支差額の推定と実績 

赤字—, 単 位 1 0 0万ドル）

表

(余剰

资料： ‘Annual、Report of the Secretary of the 
Treasury on the State of the Finances foy Fiscal 
Year ended June 3 0 ,1 9 5 6 / 1957, p. 323.
(Lewis H. Kimmel, federal Budget and Fiscal 
Policy 1789〜1958，，1959, p . 145 所収による）

は
、
財
政
収
支
の
当
初
推
定
額
と
実
饋
と
は
著
し
く
大
き
な
懸
隔
を
示
し
て
い
る
。
当
初
予
算
に 

お
け
る
推
定
で
.一：九
三
一
一
年
度
に
つ
い
て
も
.な
お
若
干
の
余
剰
が
見
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、

フ 

1

ヴ
ァ
ー
政
権
の
不
況
の
先
行
き
の
見
通
し
の
余
り
に
も
楽
観
的
な
性
格
.を
反
映
す
る
も
の
で
あ 

っ
た
こ
と
は
言
ぅ
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
財
政
運
営
の
実
績
に
.お
.い
て
は
、
，
既
に
一
九
三
一
年 

度
ょ
り
赤
字
を
示
し
、

一
九
-:
一
二
年
度
お
ょ
び
三
兰
年
度
に
お
い
て
は
、
純
収
入
約
ニ
〇
億
ド
ル

* 

(

3)

に
対
し
て
、.
ニ
六—

七
億
ド
ル
©
支
出
超
過
を
記
録
す
る
に
到
っ
て
い
る
。：
こ
れ
は
一
九
一
.一
九
年 

度
の
純
収
入
が
四
〇
億
ド
ル
で
あ

った
の
に
比
べ
て
国
民
所
得
の
急
減
に
応
じ
て
収
入
が
半
減 

し
、
一
一
九
年
度
に
三
三
億
ド
ル
.で
あ
っ
た
支
出
が
、
不
況
対
策
支
出
の
増
加
に
応
じ
て
四
六
億
尸 

ル

(

一
九
三
ニ
年
度)

へ
と
増
加
し
た
結
果
で
.あ
る
。

.

(

12
>
.
^
n
九

ニ

〇

年

代

お

ょ

び

一

一

ユ

1

.
デ
ィ
ー

ル
初
期
の
.ア
メ
リ
カ
財
政
を
実
証
的
に
分
析
し
た
邦
語 

で
殆
ど
唯
一
の
研
究
と
し
て
、
高
木
寿
一
教
授
の
論
稿
が
あ
る
。

.慶
応
義
塾
各
国
経
済
研
究
会
編
、

「

ア
メ
リ
カ
経
済
及
経
済
政
策

」

,
一
 

九
三
六
年
所
収"

(

13) 

p. Studenski and H. E. K
T
8
S
,

 op. 

c
i
r*C
5P
. 506 〜

7. 

- 

>

フ
ー
ヴ
ァ
ー
大
統
領
自
身
が
あ
く
ま
で
も
均
衡
予
算
原
則
を
固
持
し
、
財
政
支
出
を
借
入
に
よ

，っ
て
で
も
お
こ
な
う
こ
と
が
恐
慌
克
服
の
一
叻

-
 

.

.

.

.

.

と
な
り
う
る
と
い
う
考
え
を
排
除
し
て
い
た
と
と
は
周
知
.の
通
り
で
あ
る
が
、
実
際
の
財
政
運
営
は
そ
の
意
図
の
通
り
に
行
な
わ
れ
た
の
で
尤
卜
ム

.4)

い
。
例
え
ば
、
公
共
建
設
の
た
め
の
支
出
は
、
先
行
し
た
繁
栄
期
の
約
ニ
•倍
と
な
り
、
ま
た
融
資
の
形
態
に
お
い
て
、
農
業
も
含
む
諸
部
門
を
対

. 

. 

.

.

象
と
し
た
恐
慌
货
策
の
た
.め
の
支
出
の
增
大
が
み
ら
れ
た
の
で
あ
.る

.

(

表
卩
参
照)

。
こ
の
よ
う
に
、
不
況
対
策
支
出
が
フ
ー
ヴ
ァ
ー
政
権
の
も
と 

に
お
い
て
も
既
に
増
大
し
て
ゆ
く
傾
向
に
あ
っ
た
の
は
、
.基
本
的
に
は
'恐
慌
に
よ
る
破
壊
の
深
刻
さ
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
は
、

一
 

九
三
〇
年
の
中
間
選
挙
に
よ
る
与
党
の
弱
体
化
、

野
党
お
よ
び
与
党
の
.一.
部
議
員
に
よ
る
強
力
な
立
法
の
推
進
に
よ
る
も
の
で
あ
っ(

&
。
し
か
し

■ 
ニ
ュ
ー
•
デ
ィー

ル
財
政
の
構
造
分
析

(

一) 

一
一
九
へ
八
一
セ

)



表n 各種の連邦支出計画と連邦信用

(1929〜 3 3 年） （単位100万ドル，暦年)
1929 1930 1931 1932 1933

退 役 軍 人 に 対 す る 恩 給 支 給 562 603 1 ,5?7 781 554
直 轄 新 規 建 設 支 出 155 209 271 333 346
州 へ の 建 設 支 出 補 助 80. 104 235 111 286
労 務 救 済 賃 金 0 0 0 0 356

以 上 小 計 797 916 2,083 1,225 1,542
そ の 他 共 ，非 金 融 的 支 ；出計 3,700 3,800 5,050 4,100 5, 050
連 邦 農 務 局 貸 付 純 増 額 41 232 436 480 334
その他の農業信用局貸付残高 1,282 1,328 1,349 1,335 1,632
農業向け以外の復興金融会社，信用 0 0 0 1,187 1,993
国 民 総 生 産 104, 436 91,105 76,271 58,466 55,964

.

こ
の
よ
う
な
：支3

5

政
策
が
な
お
か
つ
極
め
て
限
，̂
れ
た
も
の
に
止
ま
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た 

'

こ
と
は
次
：の
：点
に
明
ら
か
で
あ
る
。
' す
な
わ
ち
、
財
政
収
支
•に
お
け
る
赤
字
額
が
著
し
く
大 

.‘
規
模
な
も
の
と
な
ら
ざ
，る
を
え
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
一
九
三
一一
年

(

表
I

参
照)

に
、
 

o6 

/

非
金
融
的
支
出
に
お
け
る
不
況
対
策
支
出
は
減
少
し
て
い
る(

表
n
参
照)

。

フ
I
ヴ
ア
ー
政 

d

 

■権
は
議
会
の
要
請
に
応
じ
.つ
.つ
、
：恐
慌
期
の
当
初
に
お
い
て
は1

応
公
共
建
設
支
出
お
よ
び 

19
6

そ
の
た
め
の
州
へ
の
㈣
⑩
を
増
大
せ
し
め
た
も
の
の
、
収
支
の
赤
字
が
.昆
大
に
な
る
に
及
ん 

ne
e

で
む
し
ろ
予
算
均
衡
の
努
力
を
強
め
る
こ
と
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。
州
政
^
、
あ
る
い
は
地 

Fi
方
団
体
は
、
.一
九
三
一
年
ニ
ュ

ー

.ョ
ー
ク
州
が
臨
時
緊
急
救
済
局T

e
m
p
o
r
a
r
y

 E
m
e
r
g
e
n
c
y

nlm
(

.Relief A
d
:

を
設
置
し
た
の
に
続
い
て
失
業
救
済
機
構
を
設
け
て
き
た
の
で
あ
る
が
、

そ
れ 

er
16)

Go
v

ら
は
資
金
的
に
乏
し
く
、
失
業
者
の
増
大
に
対
応
し
き
れ
な
か
っ
た
。

一
九
三
ニ
年
六
月
に

si
n

成
立
を
み
た
一
九 
一
一
一
二
 
年
緊
m
t:
済

及

び

建

設

法wm
e
r

oqency 

Relief 

and 

Construction 

dTr
e

A
c
t

 

of 
1
9
3
2

は
、
こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
処
す
.る
た
め
に
総
額
ニ
ー 

億
ド
ル
の
支
出
を
承

17) 

•

,n
d

認
し
た
も
の
で
あ
り
、

「

個
人
の
民
生
の
た
め
の
支
出
ば
、

連
邦
政
府
の
範
囲
外
で
あ
る
と

3e
l

\

(

18)

co
p

■い
う
教
義
に
終
止
符
を
打
っ
て
、

ア
メ
リ
ヵ
財
政
史
上
の
一
時
期
を
画
し
た
も
の」

で
あ
っ

z

た
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
内
容
は
、

フ
ー
ヴ
ア
ー
と
議
会
と
の
妥
協
の
産
物
で
あ
り
、
支
出 

r

* 1

も
大
半
が
復
興
金
融
会
社Reconstruction Finance C

o
r
p
oration

に
よ
る
融
資
の
方
法
を
と 

牝
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
こ
に
い
う
復
興
金
融
会
社
は
、

一
九
三
ニ
年
一
月
に
設
立
さ
れ
た
連 

邦
政
府
出
資(

五
億
ド
ル)

と
自
己
の
債
券
発
行(

一
五
億
ド
ル)

を
資
金
源
と
す
る
政
府
金
融

樣
関
て
あ
々
フ
ー
ゥ
ァ
ー
政
権
の
恐
慌
対
策
が
も
っ
は
ら
金
融
的
手
段
に
よ
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
の
典
型
的
な
表
現
で
あ
っ
た
と 

(

19) 

.

い
わ
れ
る
。

V 

'

(

14) 

p. Studenski and H. 

E. Kroos, op. 

c
i
r
p
. 

3
5
7.

(

15) 

A. M
.

 Schlesinger, 

op. c
i
r
v
o
l
.
1,

pp. 2
3
2
-
7
.
(

訳
、
一
七
四 

I 九
頁)

参
照
。

(

16) 

M
o
r
r
i
w
A
.
c
o
p
e
l
a
n
d
'
T
r
e
n
d
s

 in Government 

F
i
m
n
c
e
V

 1961, p. 

109.

(

17)

連
邦
政
府
の
公
共
事
業
と
し
て
三
億
ド
ル
、
州
、
地
方
、
.お
よ
'び
若
干
の
場
合
に
は
民
間
企
業
の
自
償
的
公
共
事
業
の
た
め
の
復
興
金
融
会
社
を
通
ず 

る
貸
付
一
.五
億
ド
ル
、
そ
の
他
に
、
同
じ
く
復
金
を
通
ず
る
失
業
救
済
、
失
業
対
策
事
業
の
た
め
の
州
•
地
方
団
体
へ
の
貸
付
三
• 
ニ
億
ド
ル
を
含
む
。P. 

Studenski and H. E. Kroos'op. 

c
i
r
. 

P...357.:.

お
よ
び
.
.

Arthur. D. .Gayer,.'public. W
o
r
k
s

 in .prosperity .and Depression 
バ1935, p.. 13.- 

但
し
、
最
後
.の
三
•
ニ
億
ド
ル
の
う
ち
、
実
際
に
失
業
救
済
に
当
て
ら
れ
た
の
は
〇
•
三
億
ド
ル
の
み
で
、
他
は
公
共
建
設
妻
に
当
て
ら
れ
た
。
全
体
と
し 

て
、
融
資
と
し
て
の
.性
格
、
お
よ
び
事
業
的
性
格
の
強
い
も
.の
で
あ
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。A. M. schlesiir, op. c

i
r
v
o
l
.
1,p. 

2
s
r(

訳
、

一
八
八
頁
。) 

,

(

18) 

p
，
Studenski and H. EVKroos, o

p
.

o
i
r 

p. 

3
5
9.

(

19)

都
留
重
人
、「

米
国
の
政
治
と
経
済
政
策」

、
一
九
四
四
年
、
六
五
頁
。
な
お
、
一
九
三
三
年
三
月
ま
で
の
融
資
承
認
額
は
ニ
九
億
ド
ル
、
実
際
の
融
資
額 

は
ニ
ニ
：億
ド
ル
で
あ
り
、
同
時
点
で
の
融
資
残
高
は
一
'八
億
ド
ル
で
あ
っ
た
。
そ
の
対
象
別
内
訳
は
、
、銀
行
六
.
七
億
ド
ル
、
公
共
機
関
三
•
六
億
ド
ル
、
農 

業
お
よ
.び
鉄
道
に
各
三
億
ド
ル
、
住
宅 
一v

六
億
ド
ル
等
で
：あ
り
、
全
体
と
し
て
は
、
資
本
救
済
的
性
格
の
濃
い

も
の
で
あ
っ
た
。p

v
s
t
u
d
l
k
i
a
n
d
H
,

 

E. Kroos, 

op. 

c
i
r

p
.

00

豸

:

■ 

へ

.

■

次
に
収
入
面
の
動
向
を
概
観
し
て
お
こ
う
。
表
&
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
連
邦
政
府
収
入
は
こ
の
期
間
に
は
ほ
ぼ
半
減
す
る
の
で
あ
る
が
、
最 

も
大
幅
の
減
少
を
示
し
た
の
は
個
人

お
よ
び
法
人
の
所
得
税
で
あ
り
、
こ
れ
は
消
費
税
と
そ
の
相
対
的
な
位
置
を
完
全
に
か
え
る
に
到
っ
た
。
こ 

の
よ
う
な
収
入
の
激
減
が
赤
字
発
生
の
一
方
.の
原
因
で
.あ
っ
た
こ：

と
は
既
に
指
摘
し
た
と
お
.り
で
あ
る
が
、

一
九
三
一1

年
度
の
財
政
収
支
が
巨
額 

の
赤
字
を
生
む
で
あ
ろ
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
.に
，及

ん

で

、
'
フ

ー

ヴ

ァ

ー

政

権

は

'
九
3
四
年
度
に
お
け
る
財
政
収
支
均
衡
を
目
標
と
し
.た
増 

税
案
を
議
会
に
提
出
し
た
。
こ
の
增
税
提
案
を
め
ぐ
っ
て
も
、，
支
出
政
策
を
め
ぐ
っ
て
と
同
様
に
、
政
府
と
議
会
の
間
に
、.
あ
る
い
は
議
会
内
に
.

ニ
ュ
！

デ
ィー

ル
財
政
の
構
造
分
析

(

一) 

： 

三

一(

八
V
I

)



表f f l 連邦政府収入とその主要项目

(1930〜3 3 年度） （堆位100方ドル)
年 度 総 額 関 税 個人所得税 法人所得税

遗 産 税  
赠 与 税 消赀税

1930 4,178 587 1,147 1,263 65 565
1931 3,190 378 834 1,026 48 520
1932 2,006 328 427 630 47 454 :
1933 2,080 ：251 353 394 34 839

i l i x100 49 42 31 31 52 148
資料： U. S. Dept, of Commerce, Historical Statistics of the United States, Colonial times 

to 1957, pp. 712-3. ，

三
ニ 

(

八
ニ
〇)

お
い
て
、
激
し
い
抗
争
が
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
主
と
し
て
、
大
衆
消
費
物
資
に
対
す
る 

消
費
税
を
導
入
：し
て
財
政
収
支
の
.均
衡
の
最
大
の
手
段
と
し
よ
う
と
ず
る
政
府
'の
方
針
と
、
そ
の
逆
進

的
性
^
の
故
に

こ
、れ
を
し
ゥ
.ぞ
け
て
ノ
奢
侈
品
等
の
消
費
税
で
こ
れ
に
代
え
よ
う
と
す
る
.野
党
お
よ
び

(

o)

与
党
.の
.一
部
_
員
の
方
針
と
の
争
い
.で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
と
も
か
く
と
し
て
、
成
立
し
た
増
税
計

.

. 

'
I
V

画
は
、
史
上
平
和
時
に
_お
け
る
最
大
の
規
模
の
.%
の
で
あ
っ
.た
と
い
わ
れ
る
。
.
改
正
内
容
の
詳
細
に
は 

こ
こ
で
は
'ふ
れ
な
い
が
、
，そ
の
性
格
の
一
端
は
次
に
示
す
比
較
で
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

一
 

九
三
：.一
1年
収
入
法
適
用
前
と
適
用
後
の
税
額
を
同
+
所
得
に
つ
い
て
算
出
す
る
と
、

個
人
所
得
税
は

ニ 

•
一
一
倍
、
法
人
所
得
税
は
：一
•
一一
 
五
倍
、
国
内
消
費
税
を
主
体
と
す
る
そ
の
他
の
内
国
税
は
約
一
一
〇

■
:
:':
'

'
:

(

22
>
' 

.

.

. 

- 

.

.

.

:

:

倍
の
増
収
.と
な」

る
箸
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
個
人
所
得
税
に
つ
い
て
明
ら
か
な
こ
と
は
、
こ
.の
税
制
改
正

§

に
よ
っ
て
、
そ
の
課
税
水
準
は
、
ほ
ぼ
ニ
〇
年
代
当
初
の
.水
準
に
復
帰
し
た
こ
之
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で 

フ
ー
ヴ
ァー
政
権
が
こ
の
^
入
法
に
よ

っ
て
、一
九
三
三
年
度
に
期
待
し
た
増
収
額
は
一
一
億
一
、
八
耳

24)

〇
万
.ド
ル
、
就
中
、'製
造
業
者
消
費
税
の
増
収
予
定
は
四
億
五
、\
.〇
〇
〇
万
ゼ
ル
で
あ
っ
た
が
、
実
績 

が
^
れ
^'
及
ぴ
得
な
.い
も
の
.で
あ
っ
ヾ
た
こ
と
は
表

m
が
示
し
て
い
る
と
..お
り
で
あ
る
。

な
：お

1'
フ
ー
ヴ
ァ
ー
政
権
の
財
政
上
の
恐
慌
対
策
と
し
て
さ
ら
に
あ
げ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
' 

一
九 

一一：一
一
一
年
に
議
会
の
承
認
を
得
て
実
施
さ
れ
た
経
費
節
減
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
公
務
員
の
週
五
日
労 

働
日
僩
と
八
ニ
ー
五
％

の
減
給
、
お
よ
び
一
定
の
範
囲
内
で
の
行
政
機
構
の
整
理
で
あ
っ
た
。

一
九
三 

二
年
度
に
比
べ
て4

九
三
三
年
度
は
、
と
の
措
置
に
よ
っ
て
一
億
四
、

一
〇
〇
万
ド
ル
の
各
省
行
政
費 

の
支
出
減
を
示
し
た
。
'

■

、
(
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M
.
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Annual Report of the poretaly of the Treasury on t
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e
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4
0
V
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 p. 3, 
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.一
 

九
ニ
ー 

年
収
入
法
の
も
と
で
は
、，
扶
養
者
数
.一
名
の
場
合
の
.実
効
税
率
は
‘、
所
得
ニ
、
〇
0
0;
ド

，
ル

か

場

合

子

，

0 -
%-
=
、
：_1
0-
0 ;
万
ド
ル
0'
-
.場
合
六
， 

;

三
%
で
あ
っ
.た
が
、
そ
の
後
の
減
税
P
ょ
っ
て
1
.九
：ニ
八
年
収
入
法
«0
-
.も
と
.で
は
、
〇
ぅ
ー
%
:と
5
ー
フ 

：こ
.れ
に
対
し
：て
、.ニ
九
三
ニ 

:
.
.
:
り
年
舰
入
法
の
も
と
で
伯
-1
.
>
〇
%
と
五
..七
，
一.
-%
と
.̂
--0
た
1
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S. .

.oept, of G
q
m
m
e
r
c
e
,
.

.op:pir
D
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慶
応
義
塾
各
国
経
済
研
究
会
、
前
掲
書
九
ニ
頁
。
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《A
n
n
u
a
l

 Report of the Secretary o
f

c+
-
rTreasury on the S
t
a
W
o
f

 the 

一

Finances for Fiscal Y
e
a
v

o>:nded. June 
3
0
, .i 9

3
3vl§

3
4, p

.
1
,

こ
れ
ら
の
大
規
模
な
增
税
と
経
費
節
減
の
措
置
と
は
’
明
ら
か
に
广
恐
慌
め
過
程
に
あ
っ
て
収
縮
し
づ
づ
あ
な
有
埶
需
要
を
ー
層
削
減
し
ク
経

済
全
体
の
下
降
運
動
を
強
め
る
作
用
を
持
づ
も
の
で
あ
っ
た
.が
，
こ
.ひ
^

}
な
政
策
を
あ
え
て
遂
行
$
せ
.
'ま
た
、：
支
沘
面
に
.お
け
る
恐
慌
対
策

を
不
徹
底
に
さ
せ
た
も
の
は
、

フ
ー
ヴ
ァ
ー
政
権
の
均
衡
予
暮
M .
則

？
の
固
執
で
紅
o'
た
。
換
言
す
れ
ば
、
財
政
収
支
の
赤
字
の
増
大
、
従

0 .
て

公
僂
発
行
•の
増
大
は
、
公
信
用
の
動
揺
•

傾
落
を
、招
ぎ
、
.31
-貨
価
値
の
卞
落
を
惹
起
し
て
金
本
位
制
の
維
持
を
.因
難
に
す
る
と
考
え
ら
れ
で
い
.た 

と

い

え

よ

ぅ

°.
.
.
'
-

 

•

 

.

 

へ

.

.

.

•

::
,■•
..
 

....

..

:

■ 

- 

.....

し
か
し
、
財
政
政
策
が
上
述
の
如
く
収
支
の
均
衡
を
維
持
し
え
な
か
っ
た
こ
と
と

な
ら
ん
で
、
通

貨

.

.
唇

用

'
政

策

に

お
い
て
も
、
破
線
は
明
^

か
と
な
h
ざ
る
を
え
な
が
っ
た
。

こ
の
時
期
に
お
け
る
中
央
銀
行
政
策
の
基
調
ば
、

一
応
低
金
利
政
策
の
追
求
に
見
出
す
こ
と
が

.
で

き

み

の

で

'
お

る
が
、
そ
扣
は
現
実
に
民
間
信
用
の
造
出
を
も
た
ら
ず
ひ
と
は
で
ぎ
ず
、
.さ
ら
に
、〗

国
際
金
本
位
制
€>
1
俠
用
む
ょ
，っ
て
重
大
な
攪
乱
を
受
呔
ざ
る

を
え
な
か
.っ
た
の
で
あ
る
。

.ま
ず
、

低
金 
1利
政
策
.
の

手

段

..と

な

0:
.
.だ
の
ば
、

こ
の
時
期
に
は
割
引
#
办
計
下
げ
ど
公
開
市
場
赏
操
作
と
で
あ
っ

た

.0
一一
 

ユ
ー
.
*ョ
ー
ク
連
邦
準
備
銀
行
の
場
合
、

一

丸
.

V.

一..九
年
の
株
式
市
場
，に
お
.け
る
大
崩
落
吹
時
点
、で
の
六
ム
り
、

一，

‘九
三
.

f

年
前
半
の
'

.
 

V 

■ 

. 

.
.
.
.
.

 

圓

1
ン
五
％
ぺ
と
、
八
回
に
亘
づ
て
割
引
率
の
孔
下
げ
が
お
こ
-な
れ
れ
た
ゃ
ま
た
、
公
開
市
場
1]
撒
恨
%-
株
式
大
崩
落
と
同
時
に
お
.こ
.な
お
.
れ

る

..の 

.
で
あ
る
が
、

一
九
三
〇
年
三
月
に
は
、
务
衝
備
銀
行
の
代
表
に
ょ
づ
で
構
成
ざ
れ
る
公
開
市
場
政
策
協
議
会O

p
e
n

 M
a
r
k
e
t

 policy,. C
o
n
f
e
r
e
n
c
e

 

ニ
ユ
！

デ
ィー

ル
財
政
の
構
造
分
析(

一) 

三

三

(

八
ニ
ー)



が
結
成
さ
れ
、

ー
九
ー
.
1
0年
の
末
ま
で
.に
約
六
億
ト
ル
：の
資
金
が
供
給
さ
れ
た
。
し
か
し
';
6
 

付
扮
よ
び
投
資
の
堉
加
を
導
く
こ
と
な
ぐ
、
：む
.し

ろ

';
連
邦
準
備
银
行
に
対
す
る
債
務
の
返
资
に
あ
、て
^
.れ
^
^

過
準
備
の
增
大
を
も
た
ら
し
た
。
：1

九
三
一
年
前
半
に
が
、
'工
業
生
最
数
が
若
千
上
誶
し
て
固
復
の
兆
を
示
す
办
で
あ
を
が
、
' 五
月
に
は
再
び
' 

同
指
数
の
低
下
が
見
ら
れ
、
こ
.れ
に
、対
^

す

べ

；
ぐ

ざ

ら

ー

に

^

開
市
場
買
操
作
が
続
け
ら
.れ
た
。(

そ

の

：直

後

、

ョ

ー

ロ 

'ッ
パ
に
お
け
る
金
融
恐
慌
は 

激
化
し
、
九
月
に
は
ィ
ギ
リ
ス
が
金
本
位
制
を
離
脱
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
ド
ル
に
対
す
る
不
安
を
増
大
さ
せ
て
、

ア
メ
リ
ヵ
よ
り
金
の
純
流
出 

が
始
ま
が)

の
で
あ
る
'が
、
速
邦
準
備
銀
行
は
、.
こ
れ
に
対
し
て
' 
従
来
の
低
金
利
政
策
を
転
換
し
> 

-
ー
ュ
ゝ

ー

 

•
ョ
ー
ク
で
は
割
引
率
は 

一
•
五
％ 

よ
り
三
•
五
％

へ
と
引
上
げ
ら
れ
た
。

こ
o'
転
換
が
、
国
内
に
.お
け
る
資
金
供
給
に
対
し
て抑

！：H

的
作
用
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ 

と
し
'て
も
、
国
際
金
本
位
制
の
作
用
の
も
と
.で
は
、
ま
た
よ
り
具
#;
,的
に
は
、
金
本
位
制
に
立
脚
し
た
当
時
の
連
邦
準
備
法
の
規
定
の
も
と
で
は 

そ
れ
は
避
け
が
た
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
.す
な
わ
ち
，
連
邦
準
備
法
ぼ
、
発
券
担
保
と
し
て
金
と
適
格
手
形
と
を
用
い
る
こ
と
を
認
め 

て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
、
1
格
手
形
が
恐
慌
の
過
程
に
お
い
て
奢
し
く
減
少
し
て
い
る
状
況
の
も
と
で
は
、
金
保
有
高
の
減
少
は
、
通 

貨
発
行
に
対
し
て
直
ち
に
制
限
的
に
作
用
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
点
の
困
雛
を
解
決
す
べ
く
，
政
府
証
券
を
適
格
手
形
と
同
様
に
発
券
担
保
に 

当
て
う
る
こ
と
を
定
め
た
の
が
一
九
三
一
一
年
一
一
月
の
グ

ラ

ス

•

ス

テ

.
ィ

ー

ガル

法G
l
i
-
s
t
e
a
g
a
l
l

 

A
c
t

で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
公
開
市
. 

■場
操
作
を
展
開
し
う
る
条
件
は
拡
大
さ
れ
、
ま
た
、
通
貨
発
行
量
も
增
大
ず
る
可
能
性
を
持
つ
に
到
っ
た
。
事
実
、

P

九
三
ニ
年
の
最
初
の
九
力 

月
間
に
.は
ー
〇
億
ド
ル
の
買
操
作
が
お
こ
な
わ
れ
、
割
引
率
は
引
下
げ
ら
れ
て
、
こ
こ
に
再
び
低
金
利
政
策
が
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
し 

て
ま
た
、

一
九
三
ニ
年
後
半
よ
り
ド
ル
に
対
す
る
不
安
も
緩
和
し
て
金
の
流
入
が
み
ら
れ
、
銀
行
の
支
払
準
備
は
増
大
す
る
の
で
あ
る
^
、
こ
こ 

で
も
一
九
三
一
年
前
半
に
お
け
る
と
同
様
、
加
盟
銀
行
は
、
こ
れ
を
連
邦
準
備
銀
行
よ
り
の
借
入
の
囌
済
"
国
債
保
有
の
増
加
、
超
過
準
備
の
形 

成
に
あ
て
た
に
過
ぎ
な
W3
:

。
こ
の
間
、
債
券
価
格
は
低
落
し
、
不
良
貸
付
が
増
大
す
る
に
及
ん
で
、
銀
行
の
、
殊
に
非
加
盟
銀
行
の
資
産
内
容
は

31)

惡
化
し
つ
つ
あ
1
、
さ
ら
に
瑰
金
通
貨
保
蔵
が
增
大
し
て
'

一
 

九
三
ニ
年
よ
_り
一
九
三
三
年
初
に
か
け
て
銀
行
倒
産
が
急
速
に
増
大
し
た
。

一
九

.

三
三
年
一
月
よ
り
金
流
出
が
再
び
始
ま
る
に
及
ん
で
、
連
邦
準
備
制
度
に
お
け
る
準
備
率
は
一：九
三
三
年
三
月
三
.日
四
五
r
三
％
と
な
り
、
そ
の 

最
低
限
度
で
あ
る
四
〇
％ 

(

対
発
券
高)

お
よ
び
三
.五
％

,(

対
筑
金
高)

に
.極
'め
て
近
い
水
準
ま
で
低
落
し
た
。
か
く
て
割
引
率
は
再
び
三

•

五
％ 

ベ
引
.上
げ
ら
れ
、
.金
融
は
緊
縮
.に
向
.づ
た
.の
：で
あ
る
。
：：

か
く
て
、
金
本
位
制
に
立
脚
し
、
'そ
.の
も
と
で
築
#'
あ
げ
ら
れ
て
き
た
従
来
の
中
央
銀
行
政
策
は
'
恐
慌
：.の
深
化
と
長
期
化
に
あ
っ
て
、
ま
た 

金

本

.位

制

に

基

つ

く

諸

作

用

に

あ

っ
て
、
自
ら
の
硬
]1
:

的
な
性
格
を
明
1ら
.か
に
し
た
の
み
で
な
ぐ
、
‘
通

貨

•
信
用
面
か
ら
す
る
恐
慌
克
服
の
著
し 

く
困
難
な
.こ
と
を
；示
す
に
到
っ
た
.と
い
っ
て
よ
い
.で
あ
ろ
ぅ
.。
恐
慌
の
克
服
が
体
制
の
存
続
を
か
け
て
の
要
請
と
し
て
認
識
さ
れ
：る
な
ら
ば
、
財 

政
'.
金
融
政
策
.：の
面
で
も
.ま
.た
、
従
来
の
機
構
的
制
約
を
超
え
.て
の
転
換
が
必
.要
で
あ
り
.不
可
欠
：で
あ
0
た
。

.

■

- 

: -

:
.

-
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26)
1

九J

一
九
部
六
月
よ
り
一
九
三
三
年
三
月
ま
で
め
間
欠
違
绑
政
府
債
務
は
ー
六
■九
億
ド
ル
よ
り
ニ
0

九
億
ド
ル
へ
と
四
.〇
億
ド
ル
の
増
加
を
示
し
た
。

. 

p. S
t
u
d
e
n
s
M

 and H. 

E. 

Kr§
s, op. 

c
i
t
.
,
p

(

2)

以
下
の
議
事
実
は
特
に
注
記
し
た
も
の
を
除
い
て
、
次
の
文
献
に
よ
る
。

1960, 

p
p
.
100 〜

1
0
1
'

1
2
0

〜
1
2
1
,
3
1

00〜
322.

(

28)

一
 
九

三
一
年
九
月
よ
り
一
九

三
，一
一一.年
六
月
ま
で
の
金
流
出
高
ゆ
一
一
億
ド
ル
に

達

し

、

そ
の
直
前
の
保
有
高
五
〇
億
ド
ル
を
ニ

||

%
減
少
さ
せ
る
こ
と
と

な
つ
た
。

J
a
m
e
s

 

D
a

&
I

^
r

K -/
M
o
n
e
t
a
r
y

 

P
o
l
i
c
i
e
s

 

o
f

 

t
h
e

§

同
法
以
前
の
段
階
に
お
い
て
、
連
邦
準
備
銀
行
に
よ
る政
府
証
券
の
購
入
f

っ
て
増
加
す
る
発
券
量
ば
金
お
よ
び
適
格
手
形
を
担
保
と
し
て
い
る
の
で 

あ

る

か

ら
政
府
証
券
の
購
入
.が
発
券
の
基
礎
そ
の
も
.の
を
：拡
大
し
で
い
..る
の
.で
は
^
い
。
.こ
れ
に
対
し
て
、同
法
以
後
は
、
政
府
証
券
の
発
券
担
保
組
入
れ 

ヵ
認
め
ら
れ
た
£
と
に
.よ
っ
：で
"
速
邦
準
儆
銀
行
..は
、
.'

購
入
し
た
政
府
証
券
.を
直
接
'発
券
担
.保
と
し
.て
、
自
由
準
備
金
を
減
少
さ
せ
ず
に
発
券
増
加
を
な
し
ぅ 

る
こ
と
.に
な
0
:た
の
.で
あ
る
。
へ
し
：が
し
、，
と
の
薪
し
：い
通
貨
体
制
の
も
と
で

%:
、：
金
、
：適
格
手
形
、
政
府
証
#
の
発
券
担
保
に
よ
る一
〇
〇
%
の
保
証
、
こ
の 

保
証
の
，
ち
ノ
法
定
準
備
潘
菩
分
の
金
保
有
姑
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
^
あ
る
が
ら
^
最
終
的
に
は
準
備
金
金
に
よ
る
限
度
め
制
限
の
も
と
&
あ
っ
ち 

r
と
変
り
は
な
v>
。
な
.お
、
一
九
一|ー
三
年
ー
ー
|^:
:
末
现
在
に
お
>̂
て
>
連
. #
|

5

準
備
券
の
発
行
準
備
に
当
て
ら
れ
た
政
 

準
備
券
発
行
. 

.高
の一

ご1%'

に
柏
当

し

た

.
'
.
\
こ
0
比
率
.が
と
.の
.水
觀
以
上
.に
.上
昇
b
た
：.v
jt:
tt
:.fe
v

、
._ 
■.'.一
 

M九
_.ー_
 
一
 I

四
年
以
後
低
落
し
.て
、
'‘_殆
，ん
，ど
：ゼ

'
_
.
!
1
'
1
'

に
.近

い
水

準.に
な
.る;0

ニ
ュ
！

デ
ィ
.丨
ル
：財
政
I

造
.分
析
s
 

:
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'
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(
30
-
全
銀
行
の
貸
付'は
：、
_:
■九
ニ
：九
年 
一
ニ
月
の
四
一
八
億
ド
ル
よ
り
一
九
三
：三
年
六
月
の
ニ
ニ
二
億
ド
ル
：
へ
と
減
少
、
投
資
は
一
六
五
億
ド
ル
よ
り
一
七
九 

?

ル
へ
と
增
加
し
た;°
加
盟
銀
行
め
場
合--
'
投
資
の
ぅ
ぢ
政
府
証
券
投
奪
の
：占
め
る
比
率
は
、
-
:九
ニ
.九
年
.-1
一.月
の
四
0
%
.よ
り
、':
一
 

九
三
三
年
六
月
の 

.五
八
%-
へ
と
上
昇
し
で.い
'る
。
..
ガ

^
色

1
1
6
3
6
*-
<
-
^
«
&
贫

，
0
8-
.で
^

■(

怨

''-
.

ご.

の

時

期

に

錢

け

：る

銀

脊

の

：支

私

停

|1
1

伴

数

办

ぅ

ち

八
0

%

ハ

預

金

額

に
1 ;

ズ

五

七

攻

ま

で

が

非

加

：盟

銀

 

ま
た
全
件
数
の
八
五
%
ま 

..
で
が
農
業
地
域g:

お
け
る
も
の
で
あ
つ
た
.。：pv

s
t

a-e
l
i
:
.
a
n
d
H
V
K
K
r
i
;

会
 ̂

V 

,
ノ

': V
:

(

3 2)

1
:-
;

命
保
#

咼
は
、.

T

九
三
'
.ニ
年
七
月
の
：三
丸
億
>'
'

次
よ
り
>

ス
一?
九
三
金
年
-

月
^

^

へ

増

加

し

た

が
' 

そ
の
後
再
び
減
少
し
て
三
月
に
は 

四

ニ

*:
六
億
^

^

と
^

っ)

た
。.
^

6

<

3

^

1

“
1
?
.
6
1
5
^

:̂
:

3

&

5̂*
-

-^V. 

' 

.

へ

::
;
. 

V 

,

:
I

 '
-
C
T
:
.

初
期
の
通
貨
信
用
政
策
の
性
格
^ ̂

•

:

(I
.
国
家
独
占
資
本
主
義
成
立
.ゆ
基
本
的
.な
指
標
：が
金
本
位
制
0'
停
止
、
管
理
通
貨
制
度
へ
の
移
行
に
求
め
^:
れ
る
と
い
デ
こ
と
は
、
既
に
指 

摘
ざ
れ
て
き
た
と
^
ろ
ゼ
灰
る
。
.
.事
実
、

1ー
ュ
ー
.
.デ
ィー

ル
；の
.全
機
構
は
、」

九
三
三
啤
三
.月
め
：.金
本
位
制
:0
停

止

.
、
.
翌

三

四

年

一
月
に
か
け 

て
の
管
理
通
貨
制
度
へ
の
移
行
を
莶
軸
と
し
て
展
開
さ
れ
た
と
み
•る
こ
と
が
で
き
る
し
、
ま
た
、
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
自
身
、
そ
の
木
況
克
服
の
方 

逾
^

^

本

位

制

ょ

り

：
の

離

脱

：
を

前

提

と

.

し
て
構
想
1>
’で
い
た
■こ
ど
'は
前
述
.の
通
ヶ
で
お
る
。
：本
稿
の
主
題
で
あ
る
財
政
政
策
に
ぐ
い
て
も
こ
の
こ 

と
は
同
梂
で
あ
系
：
.'
一
般
的
に
は
、.
'不
況
克
■服
の
た
.め
の
公
債
支
吧
政
^
を
#

»
た
ら「

1>
^
よ
.'̂
と
す
^
^
.、
.ゑ
ホ
位
員
^
ょ
を
通
貨
の
自
1|
»
 

調
節
：の
機
能
を
停
止
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
.あ
っ
た
。
.管
理
通
貨
制
度
へ
.の
移
行
が
.基
本
的
に
は
計
画
経
済
を
可
能
と
ず
る
ど
キ 

立
論
は
是
認
し
難
い
と
し
て
.％
、
国
家
権
力
に
ょ
る
再
生
産
過
程
べ
の
干
渉
が
以
前
に
..tし
.だ
規
模
と
有
効
性
を
持
ち
：う
る
に
到
っ
た
こ
と
は
、
 

通
貨
体
制
の
か
‘か
る
变
革
に
負
う
.所
.が
大
き
.い
と
い
え
ょ
う
。
し
か
し
他
面
に
お
い
て
は
、
新
た
な
通
貨
体
制
の
も
と
で
は
経
済
の
成
長
過
程
に 

.お
い
て
価
格
騰
貴
を
避
げ
え
ず
、
そ
れ
は
急
激
な
-̂
.ン
.
7.
レ「

ト
ジ
ョ
ン
と
し
て
激
発
す

.石
か
、
あ
る
■い
.は
タ
リ

.丨
ピ
.

X

ダ

•
.イ
ン
：フ
レ
丨
シ
-3

ン 

と
し
て
慢
性
化
せ
ざ
る
を
え
^
い
と
い
う
新
た
な
矛
盾
を
生
む
こ
と
と
%•
な
る
。

一一'
 

ュ
ー
こ
デ
イ
}
ル
期
に
限
っ
：て
い
.う
な
ら
ば
、.
金
本
位
i
の

停
止
に
続
い
て
展
開
さ
れ
る
財
政
金
融
政
策
は
、
あ
.る
場
合
に
は
.、
イ
ン
.フ
レ
ー
シ
ョ
ン
政
策
と
.し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
、
金
本
立
制
の
停
止
、
ド

.(

4̂
ノ
 

- 

.
■

-

ル
ゴ
顧
の
切
卞
げ
を
含
め
て
、
高
物
価
政
策
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
他
の
場
合
に
は
、
殊
に
.
'九
三
七
年
恐
慌
以
肺
の
扩
政
政
策
が
：な
.お
収
支
均 

衡
の
要
請
に
制
約
さ
れ
て
V
有
効
需
要
政
策
と
し
て
は
著
し
く
不
徹
底
な
も
の
で
あ
っ
た
と
評
さ
れ
>̂
1

:。
：ニ: '

ュ
I
 

•
デ
ィ
ー
ル
期
の
政
策
や
仅
di
済
' 

過
程
は
、
，実
際
、
様
々
な
評
価
を
生
じ
さ
せ
.る
多
面
的
な
性
格
を
%■
:っ
て
い
た
と
悤
わ
れ
る
。

ニ 

r
 
.
デ
イ
ー
ル
期
全
体
に
お
け
る
財
政
政
策 

の

構

造

を

明

ら

か

に

し

、

こ

れ

.に

よ
っ
て

国
家
独
占
資
本
主
義
体
制
の
も
と
で
の
財
政
政
策
に
：

〕

つ
い
：て
解
明
の
手
掛
^V

を
え
よ
ぅ
と
す
る
の
が
、

.

 

本
稿
全
体
.の
意
図
で
あ
る
が
、'
.当
面
、
以
下
に
'お
：い
て
.は
、_
以
上
の
如
き
評
価
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
'
.一.九
三〖

一一.年
か
ら
翌
三
；四
年
に
..か
け
.て
. 

の
金
本
位
制
よ
h
Nの
離
脱
、
：通
貨
信
用
政
策
の
展
開
.の
過
程
を
検
討
す
：る
。
こ
の
こ
と
は
、
た
だ
財
政
政
策
分
析
上
の
予
備
的
考
察
と
い
ク
.た
性 

, «
の
.も
の
.で
は
な
い
0
.
.上
記
め
#
か
ら
明
ら
か
な
管
理
通
貨
制
度
と
財
政
に
よ
る
有
効
需
要
政
策
展
開
.と
の
関
連
か
ら
し
て
、
あ
る
い
は
ま
..た
別 

の
表
現
を
も
.っ：

て
す
れ
ば
、
.「

財
政
の
金
融
化」

「

金
融
の
財
政
化」

と
：い
ぅ
現
代
財
政
の
基
本
的
な
C

か
ら
し
て
も
、
財
政
政
策
分
析
の
不
可 

欠
の
一
環
を
な
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

沒
33
>

大
内
カ
、「

日
本
経
済
論
.

」

、
.
1九
六
ニ
年
、
ニ
三
四
頁
以
下
。
. 

.
.

(

34)

都
留
重
.人
、
前
掲
書
、
七
四
頁
以
下
。
同
、「

ア
メ
リ
ヵ
経
済
の
発
展」

、
一
九
五
一
年
、
.一
四
六
頁
以
下
。

：

(

35) 

.
J
. 

M 

•

ヶ
イ
ン
ズ
の
ニ
ュ
I 
.•
リ
パ
ブ
リ
ッ
ク
誌

(

一
九
四
〇
年
七
月
二
.九
日
号)

所
収
の
論
文
、
た
だ
し
、
都
留
重
人
、「

ア
メ
リ
ヵ
経
済
の
発 

:

展
1_
'
、
.
ニ
ー ニ
頁
に
よ
る
。
入

.
丑
：.
ハ
ン
，セ
ン:「

財
政
政
策
と
景
気
循
環」

.
{都
留
重
人
訳)

、
第
一
編
第
四
章
参
照
。

:.

■■

.

.

(

恶
鈴
木
武
雄
ミ
近
代
財
政
金
融
/

ニ
九
五
七
年
ノ
三
ー
頁

。
' 

: 

:

.

 

• 

■ 

• 

. 

•

. 

.
- 

' 

.

\
|
/

('
n

一
 

九
三
三
年
三
月
六
日
お
よ
び
.九
日
の
大
統
領
布
告
と
緊
急
銀
行
法
と
に
よ
っ
て
、，
金
融
歡
関
は
ー
、時
全
面
的
に
_

鎖
さ
れ
、
ま
た
金
融 

機
関
：に
'よ
る
金
の
払
出
お
よ
び
輸
出
..が

禁

正

さ

れ

々

こ

こ

.
に

ル

.
丨

ズ

.
ヴ
.
ェ
：
ル

ト

政

権

に

，
よ

る

金

本

位

制

離

脱

.

管
理
通
貨
制
度
へ
の
移
行
'の
第
一
，、， 

歩
が
開
始
.さ
れ
る
。

一
九
：

一ー1

三

年

初

、
め

以

来

の

金

融

恐

慌

.

の
深
化
、
通
貨
保
蔵
.の
增
大
.を
伴
ぅ
.流
通
通
貨
量
の
増
加
、
，
金
流
出
に
よ
る
金
保
有
高 

の
減
少
、
速
邦
準
備
制
度
に
お
け
る
準
備
率
の
低
下
等
が
、
V
Jの
.場
合
0
金
本
位
制
停
止
：の

理

.|
±
{
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
と
し
て
も
、
.そ
れ
ら
は
な 

ニ
ュ
！

デ
ィー

ル
財
政
の
構
造
分
析(

一) 

三
匕
.(

八
：ニ
五)



-

.

'
.
パ 

り

-;
:
.
:
-
. 

'

三
'A

(

八
ニ
六)

.

お

か

，
つ

、
.
.

金
本
位
制
停
也
以
外
に
.回
.避
.の：方
法
が
全
く
な
つ
た

^
,い
う
^ .
質
の
^
.
.の.：.で
あ
.
'つ：た
と
は
考
^̂
^

：ヾ
.：一
:九
1
:
1ー‘三

年

ニ

月

以

来

金

保

有

高

：
の
：
減

少

が

，
み

ら

.

れ
た

 ̂

八
億
下
ル
.で
あ
つ
て
、

一
九
.ニ
〇
年 

代
後
半
の
約
.四
0
億
：ド
：ル
'の
，水
準
.を
上
.廻

-9
.
:て
い
，_
た

_
。

金

約

款

の

增

加

三

‘

七
億
ド
ル
も
前
年
^
お
け
.る
そ
の
規
模
を
超
え
る
も
の
で
は
な
か
つ 

た

。

そ

し

，
て

、
'
.

一
'九
三
三
年
三
月
一
白
現
在
を
.と
れ
ば
金
準
備
額
は
一
一
九
億
ド
ル
で
あ
'
.
:こ
れ
を
上
廻
つ
て
約
：ー
〇
億
ド
ル
の
自
由
金
を
保
有 

し
て
い
た
0
と
が
明
ら
か
で
.あ
る
。
こ
の
.占
|を
別
と
し
て
も
、
三
ニ
年
施
行
の
グ
ラ
ス•

ス
テ
ィ
ー
ガ
ル
法
に
よ
.つ
て
金
流
出
、
適
格
手
形
減
少 

に
対
す
る
発
券
高
変
動
の
硬
直
的
関
係
も
緩
和
さ
れ
て
い
、た
.
。
' ア
メ
リ
'力
の
国
際
収
支
の
面
か
ら
し
て
も
、
.
商

品

輸

出

.
の

停

滞

が

明

ら

か

で

は

あ
 

る
が
、
依
然
と
し
て
世
界
第
一
.め
債
権
国
と
し
.て
の
地
.位
は
不
動
で
知
り
、
受
取
顧
過
0
状
態
ね
.あ

0
た
。
さ
ら
に
加
盟
銀
行
に
お
い
て
は
、
当 

•

時
、
な
ぉ
：

.一:

〇
億
ド
ル
の
超
過
準
備
が
存
在
^

、
'従

-?
て
、，
金
流
出
の
増
大
が
直
ち
に
急
激
な
信
用
収
縮
を
余
儀
な
く
す
る
と
い
う
訳
で
は
な
か 

ら
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
.の
よ
う
な
状
況
の
示
す
所
は
、へ.
.ル
ー
ズ
ヴ
エ
ル
ト
が
：金
本
位
制
停
止
の
具
体
案
.を
一
九
三
兰
年
ナ
月
に
既
に
検
討
し
始
め
て
い
た
と
い
う
事

.実
と
も
.合
せ
て
，
三
.月
に
お
け
る
こ
の
措
置
の
意
図
が
'':
単
に
受
動
的
に
金
.流
出
に
；
.よ
る
困
難
を
回
避
す
る
と

.

い
.う
^ ,
に
あ
つ

た

の

で

は

な

く

、

国

内

政

策

展

開

の

た

め

め

障

害

の

，
除

去

：
と

い

う

占

f

に
.
あ

；
つ

た
こ

と
を
示
す
も

め

.と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
' こ
こ
に
い
う
国
内
政
策
と
は
、
全
国
産
業

復
興

法.National Industrial R
e
c
o
v
e
r
y

 A
c
t

に
よ
る
企
業
活
動
、
.
.
.
労
使
関
係
、.

労
働
条
件
の
規
制
、
農
事
調
整
法A

g
r
i
c
u
l
t
u
r
a
l

 A
d
j
u
s
t
-

m

l

: 

A
c
t

の
も
と
で
の
、
主
と
し
て
生
産
制
限
に
.よ
る
農
産
物
価
格
の
規
制
，
連
邦
緊
急
救
済
法F

e
d
e
r
a
l

 

E
m
e
r
g
e
n
c
y

 

Relief 

A
c
t

に
よ

:る
救
済
支
出
’
.そ
の
他
ー
.連
の
初
期
ニ
>-
!

.
デ
ィ
：丨
.ル
の
諸
政
策
：で
あ
る
。

.

-

.

〔
;

' 

.，

.一： 

• 

• 

-
.
.
:
. 
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37)

.
金
本
位
制
が
全
而
的
に
，停
止
さ
れ
，
管
理
通
貨
制
度
へ
と
移
行
し
た
の
は
、
ア
メ
リ
ヵ
の
場
合
こ
の
時
期
以
後
と
い
つ
て
よ
い

が

、

金
本
位
制
が
そ
の
古

典
的
な
機
能
を
失
い
、■
来
た
.る
べ
き
管
理
通
貨
制
度
へ
の
変
質
を
示
し
始
め
：る
'の
は
す
で
に
ー
九
ニ
〇
年
代
か
ら
で
あ
る
と
い
わ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
具
体
的
に

:

は
一
九
二 
ニ
年
、
.膨
大
な
金
準
備
の
存
在
の
も
と
で
、
ア
：メ
り
'力
の
連
邦
準
備
制
度
は
金
融
引
締
政
策
を
採
用
し
、
古
典
的
な
金
本
位
制
'の
ル
ー
ル
に
よ
ろ
う

と
は
あ
え
.て
し
な
か
.っ
た
。

R 

. 

P 

•
ハ
ロ
ッ
ド
、
：

「

安
定
成
長
の
通
貨
政
策

」

、1
:

(

村
野
孝
，■海
老
沢
道
進
訳)

一一一.六
丨
七
頁
。
な
お
、
以
下
に
お
い
て
、
金 

政
策
そ
の
も
の
に̂

レ
て
ほ
特
に
注
記
の
な
い
阪
り
次
の
文
献
に
よ
る
。-Annual Report 

of. the secretary, of the.Treasury 

o
n 

the State 

of .the

l

a
 

w
o
- 

^
^
0
.
- 

o
p 

f
i 

•

(

38) 

G. 

G
r
i
m
t
h

 J
o
l
m
^
o
n
,

H
h
e Treasury and M

o
n
e
t
a
r
y

 Policy 

1933-193

00
-''

S
3
9
, 

pp. 

1
1
-
1
3
.

松
村
善
太
郎
、『
金
の
価
格
と
国
際
収
支
/「

経 

:
済
理
論」

.
一
九
'五
五
年
三
月
、
：
五
〇

〜

五
一
頁
。
な
お
、
：当
時
.の
状
況
が
金
本
位
制
の
停
止
を
唯
一
の
結
論
と

し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
他
面
で
は
、
国 

内
の
金
融
恐
慌
が
鎮
静
さ
れ
た
後
に
再
び
金
輸
出
は
解
禁
さ
：.れ

る
で
あ
ろ
う
と
い
う
期
待
あ
る
い
：は
推
論
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
と
も
な
っ
た
。
こ
の
钗
に
つ
い 

'

て
は
、
.金
原
賢
之
助
、「

世
界
経
済
の
動
向'ど
.金

本

位

制

度

」

、

一

が

三

四

各

、

一
一
九
九
丄
ー

1〇
〇
頁
、'お
よ
び
野
村
合
名
会
社
調
査
部
、

「

ニ
ュ
ー
•
デ
ィ
I
ル 

■
'
の
：構
成」

.五
四
頁
：女
参
照。
'
:
:
^

.
39
}へ；一

九
三
一
一

1

年
一
月
の
^
め
.、
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
キ

「

通
貨
を
国
内
で
操
作
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
外
国
為
替
の
金
本
位
制
を
廃
止
す
る
可
能
性
が
な 

い
か
と
い
う
問
題

」

.に

.つ
い
て
検
討
し
、'
ー
九
.ー.
七
年
の
対
敵
通
商
齡
に
よ
る
金
輸
出
禁
也
の
大
統
領
権
阪
が
な

 

こ 

れ
を
.「

今
後
の
活
動
'0
基
礎
と
な」

_
.し
う
る
と
.考
^
て
..い
^
.と
7い
.わ
れ
る
。：>
.
. 

M
;

 sc&esinger, op/, 

c
i
r:
 vol. 

”

«.. §.
.
.
.

(

訳

、

三
七
九

.
丨八
〇

頁
。)

こ
：れ
ら
の
諸
政
策
、..
.
殊
に
初
期
：の
：

11..

チ
丨
*-
デ
.ィ
ー
ル
：の
中
心
的
な
立
法
と
い
わ
れ
た
全
国
産
業
復
興
法
や
農
事
調
整
法
は
、
成
立
の
当
初
に

お
い
て
.は
、
通
貨
政
策
之
の.関
連

に

お
'い
て
人
為
的
な
価
格
水
準
の
引
上
げ
.を
意
図
し
た
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
農
事
調
整
法
の場
合

は

、

農

産
物
価
格
水
準
の
著
し
い
低
下
、
.
し
か
も
工
業
生
産
物
価
格
水
準
に
比
し
て
不
均
衡
な
下
落
と
.い
う
事
情
が
あ
る
た
：め
に
、
そ
の
政
策
上
の
目
標

は
、

ー
九
〇
ガ¥
よ
り
ー
九「

ー
四
年
ま
.で
；の
時
期
に
お
け
る
農
産
物
価
格
の
エ
：業
生
產
物
«
格
に
対
す
る
比
価
の

回
復
と
い
う
点

に
設
定
さ
れ

た
。
し
か
し
、
そ
の
方
法
：は>
:農
民
団
体
の
要
求
す
る
イ
ン
；フ..レ
I
シ
ョ
ン
に
直
ち
に
訴
え
る
こ
と
で
は
な
く
、.
生
産
制
限
政
策
に
よ
っ
た
の
で

あ
り
、
同
時
に
そ
.の
作
付
面
填
の
削
減
に
対
す
る
補
償
の
支
払
に
よ
り
農
家
所
得
の
回
復
を

.計
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
全
国
産
業
復
興
法
に
お

い
て
も
、
同
業
者
団
体.

trade.associations.

.を
基
盤
と
：し
て.産
業
別
規
約
0
&
.を
設
定
さ
.せ
、
生
産
物
価
格
の
切
下
げ
を.阻
止
し
、

同
時
に

労
働
者
に
対
し
て
基
本
的
な
諸--
«
利
を
法
的
に
：認
め
，て
雇
用
機
会
を
安
定
化
せ
し
め
、
よ
っ
て
*

^

得̂
の
ま
^
と
増
大
に
よ
る
大
衆
購
買
力
の

上
昇
を
期
待
し
た
の.で
あ
っ
た
。
：
従
づ
て
、

ル.丨
ズ
ヴ
ネ
ル
ト
が「

同
法
制
定
.の
寒
に
迹
べ
.て
い
る
よ
う
に
、
'-
1賃
金
と
同
じ
早
さ
と
割
合
で
物
価

(

o)

が
騰
貴
す
る
な
ら
ば
.、
す
べ
て
の
計
画
は
無
用
の
も
の
と
な
る」

,可
能
性
は
明
ら
か
に
存
在
し
た
。
：し
か
し
、
.
同
時
に
こ
の
よ
う
な
諸
政
策
に
よ 

二
.ュー 

•デ
ィ
1
ル
財
政
の
構
造
分
析

(

一) 

三
九

(

八
ニ
七)



■ 

-

.

;

.

■

四
〇

(

八
二
八)

'

る
受
益
者
の
層
は
資
本
制
的
に
限
ら
れ
た
も
の
と
な
ら
ざ
る
^

兄
な
い
。r
.農
事
調
整
法
の
場
合
に
：は
、
喪
の
性
S
上
.、
：最
も
多
く
の
利
益
を
受
け 

る
.の
は
、
.生
産
物
の
商
品
化
率
が
高
く
-
耕
作
面
稹
の
大
き
^-
資
本
家
的
^
敏
當
羌
な
り
、；
全
国
産
業
復
興
法
の
場
合
に
は
、
収
益
力
が
低
く
、
.'
: 

か
つ
.従
来
低
賃
金
労
働
力
に
依
存
し
て
き
た
中
小
資
本
は
>
•:
>

& 

て
陶
汰
さ
れ
る
傾
向
さ
.え
：生
じ
て
く
る
。
こ
の
よ
う
に
、

こ 

れ

ら

の

政

策

は

独

占

資

本

め

利

益

を

確

保

す

る

も

：

の
：：

で

あ

.
っ

た

め

で

，
あ

る

が

、
：
，
こ

.
の

瘍

合

重

要

な

：
.
の
：

は
：、：：

そ

れ

をイ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ >

,

と
い
：う
銀
，
 

行
資
本
の
.強
ぐ
反
対
す
る
手
段
に
訴
え
1
う
と
し
て
い
な
い
こ
.と
で
あ
る
。
';/
'

.

.
:
:
:
v 

.

.

;'
. 

,

;

,
v 

.

.こ
れ
ら
の
.政
策
の
基
本
的
な
性
格
は
，

一：.，
応
以
土
の
よ
う
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
も
、

.農
事
調
整
法
に
は
、
；通 

お
い
て
別
の
.可
能
性
を
意
味
す
る
規
定
が
付
随
し
て
..い
た
。
周
知
め
如
く
、
.■そ
れ
は
.
.
K
‘
>ス

•
イ
ン
'フ
'
.
レ

ー

ショ

ン

隊

正

-
条

項

と

呼

ば

れ

る

^

の
.

41) 

'

も

の

，
で

あ

る

。

そ

れ

は

、
，
乎

価

の

切

.

下
げ
、
不
換
紙
幣
の
発
行
等
を
含
む
イ
.ン
フ
レー

.

V

ョ
ン
.政
策
遂
行
の
権
限
を
大
統
領
に
与
え
る
も
の
で
あ 

り
、.へ
国
内
の
健
全
通
貨
論
者
の
激
V
い
非
難
、
攻
撃
の
的
と
.な

？
た
。'
；
ル

ー

ズ

ヴ

.

ェ
ル
ト
が
一
九
三
三
年
五
月
と
：い
う
時
点
に
こ
の
■修

正

条

瑱 

を
承
認
し
た
の
は
、
.も
.っ
ぱ
ら
生
産
制
限
政
策
の
み
で
は
飽
き
足
り
な
い
農
業
地
域
の
要
求
と
の
政
治
的
妥
協
に
よ
る
も
め
.で
あ
っ
た
と
思
わ
れ 

る
。
事
実
フ
後
に
検
討
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
諸
権
限
は
直
ち
に
実
施
.に
移
さ
れ
た
..の
'で
は
な
か
っ
た
。

.農
業
地
域
の
か
か
る
要
求
の
.直
接
の 

原
因
で
あ
，っ
た
農
家
債
務
負
担
の
過
重
化
、.
，返

済

の

不

可

能

等

は

、
、
通

貨

.

価
値
の
下
落

'に
よ
る
事
実
上
の
償
還
と
'い
う
方
法
に
よ
づ
て
で
は
k 

く
ノ
政
府
の
農
業
信
用
機
構
を
拡
張
し
て
、
低
利
の
政
府
資
金
の
貸
付
に
よ
っ
て
こ
れ
を
代
替
し
、
農
家
の
債
務
負
担
の
軽
減
を
計
り
つ
つ
、
同 

時
に
農
業
地
域
に
.お
..け
る
金
融
機
関
の
焦
付
債
務
の
.流
勸
化
を
計
る
と
い
う
方
法
に
よ
っ
て
緩
和
を
計
っ
^i

。

そ
の
意
味
で
、
ご
れ
は
ま
た
銀
行

資
本
救
済
.の
，政
策
.で
も
あ
っ
た
。
.

- 

.
、
. 

ノ
，

-

 

.

 

.-
,

以
上
の
如
ぎ
他
の
政
策A

J

の
関
連
を
み

る
.と
き
、

-
lj.
丨

•
デ
ィ
ー
ル
開
始
当
初
に
お
け
る
.金
輸
出
禁
止
措
匱
は
、
基
本
的
に
、は
、
直
ら
こ
.
.イ
：
 

ン
フ
>
:丨
シ
ョ
ン
政
策
と
結
び
付
け
ら
れ
た
，の
で
は
な
く
、-
金
本
位
制
の
ル
ー
ル
の
も
と
で
の
金
移
動
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
る
国
内
信
用
お
よ
び 

通
貨
の
変
動
を
緩
和
乙
、
海
外
か
ら
の
攪
乱
を
受
け
る
.こ
と
な
：し
に
国
内
政
策
を
展
開
し
う
る
基
礎
条
件
を
確
保
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
と

み
る
べ
き
で
あ
ろ
ぅ
。.そ

:1
-
て
恐
慌
に
よ
つ
て
低
落
し
た
価
格
水
準
の
再
上
昇
は
、
主
と
し
て
、
全
国
産
業
復
興
法
、
農
事
調
整
法
等
に
よ
る
資

本
の
再
生
産
機
能
の
回
復
に
よ
つ
て
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
救
済
支
出
、

'
公
共
事
業
支
出
等
の
財
政
支
出
も
、
対
症
療
法
的
な
性
格
が
強
く
、
‘

他
面
评
は
経
'*
の
節
約
が
お
ヒ
办
わ
れ
、
増
艰
が.企
て
ち
れ
て
お
々
、
，
ニ
ュ
ー•
デ
ィ
ー
ル
開
始
当
初
に
お
い
て
は
、
財
政
要
因
は
全
体
と
し
て

は
有
効
需
要
の
追
加
的
-|
|
]
出

と

し

て

作

用

し

，
ぅ

る

も

の

で

は

な

か

'

つ
^.
::
°
な
お
、
.
こ
の
点
に
つ
い
そ
は
次
章
で
検
討
す
る
.0
.
 

V
-.

. 

• 

.

 

♦

(

40) 

A
,
M
.

 Schlesinger, op. 

c
i
r

vol.2, p
.

K
co
,

(

41)

に
め
修
正
条
項
の
':
#
子
は
次
の
如
く
で
.あ
る
。
国
内
価
格
の
安
^
、
外
国
.通
貨
の
減
価
に
対
し
て
ァ
メ
.リ
ヵ
の
対
外
資
易
を
保
護
す
る
こ
.と
、
通
貨
お
よ 

び
信
厢
の
拡
張
を
目
的
と
、じ
て
.、
大
統
領
は
次
の
措
置
を
と
る
旛
限
：を
竽
え
ら
れ
る
。''
連
邦
準
備
制
度
に
よ
る
三
〇
億
ド
ル
の
公
開
市
場
操
作
、.
三
〇
億
ド
ル

.
を
限
度
と
す
る
不
換
紙
幣
の
，発
行
、
最
高
限
度
五
0

%
の
ド
ル
0.
平
価
切
下
げ
巧
金
、
銀
貨
の
無
制
限
鋳
造
、
対
米
債
務
の
銀
に
よ
る
支
払

.等
。

.

：

•

(

42) 

A
r
t
h
u
r

 

匀 hippie cr

f̂wford'
.
M
o
n
e
t
a
r
y

 M
a
n
a
g
e
m
e
n
t

 under t
h
e
-
N
e
w

 Dear, 

1940, 

pp. 

40-41. 

.

.

.

.

<
.
<43
> IJKted States Department of Agriculture, 

"Farmers in a c
h
a
f
i
n
g

 ^yorld'Yearbpok of Agriculture .1940

一，
'.
S
4
0. pp. 7

4
9
I
5
P

と
こ
ろ
で
、

ル
ー
ズ
.

；

ヴ
ェ
ル
ト

政
権
に
よ
る
金
政
策
は
、

そ
の
後
、
_
i
:の
退
蔵
禁
止
を
強
化
す
る
方
向
で
進
め
ら
れ
て
い
た
。

前
記
の
金
輸 

,m
.
金
支
私
禁
止
;^
、
民
間
の
退
蔵
金
の
自
発
的
澳
出̂
則
提
と
^
み
も
の
ー
で
あ
つ
た
が
、0
月

五

日

の

，
金

貨

、

金

塊

..
'
金
証
券
.の
.退
蔵
禁
止
、
 

六

月

五

日

：
の
一
金
約
款
廃
止
：に

よ

.つ
て
、
そ
れ
は
次
第
に
強
制
的
性
格̂;
明
ら
、か
に
し
て
き
た
。
さ
ら
に
八
月
末
に
は
へ
.従
来
の
金
集
中
政
策
を
一.

-.'.い
 

へ

. 

•

層
'強
化
す
.る
た
め
に
、、
連
邦
準
備
制
度
に
よ
.る
国
内
新
産
金
.の
買
.上
.:«
'
獅
敗
を
ノ
自
由
金
市
場
に
お
い
て
え
ら
れ
る
最
も
高
い
価
格
.に
等
し
い
も

の
と
す
る
と
运
が.規
定
さ
れ
、：
ど
れ.に
よ
つ
て
国
內
産
金
業_の
.
_活
況
敦
金
集
中
の
強
化
が
期
待
さ.れ
た
の
で
あ
る
> 

.ン

'

‘

-

-

 

'

そ
の
後
、

」

金
政
策
は
：一
〇
月
末
に
新
た
な
展
開
を
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、一：〇
月
ニ
，五
:0
-
以
後
、，
復
興
金
融
会
社
が
買
上
業
務
を
委
託
さ
れ
、
：
 

そ
の
際
、；

国
内
新
産
金
の
買
士;«
格
は
同
社
が
大
統
領
お
よ
び
財
務
最
官r'
諮
問
し
て
決
定
さ
る
べ
き
も
の
と-L
た
。
'実
際
に
は
、
常
に
こ
の
相 

場
は
ロ
.ぺ
ン
ド
.
ン

市

場

よ

り

人

為

«-
に
高
位
に
置
か
^
、：
1
度
も
引
-7
げ
る
こ
.と
な
し
に
ニ
ー
，

.

.
0
月
ー「

五

日

の.一
ォ
ン
ス
当
り
ー
ー
ー
ー

•
三
六

ド

ル

よ

り

r
 .:
- 

... 

.

 

-

 
■

 
■

 

•

 

,

翌
三
四
年
一
ガ

三
一
日
の
三
四
。
四
五
ド
ル
へ
4.
.那
上
げ
ら
れ
て
い
;'
'"つ
た(

表
汉
参
照)

。
；こ
の
過
程
の
結
末
と
し
て
：、

..
,

一：九
三
.四
年
ー
：
月

三0
日 

ニ
ュー

 
'•デ
ィ
！
ル
財
政
の
構
造
分
析(

一) 
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、

四
ニ 
：
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八三〇

)

§)
成
立
の1

九

三

四

年

金

準

備

法

，に

ょ

っ

て

、

平

価

切

下

^
^
の

叫

上

限

を

六

〇

%
、'
下
限
を
芄
〇
%'
と
定
め
、
す
べ
て
の
貨
幣 

仅所
.

用
金
を
.国
庫
に
集
中
し
金
貨
の
流
通
を
廃
止
し
，■
評
価
替
に 

1.
2

ょ
る
差
益
の
-
一
部
、
.一
，

一
 
〇
■
ド

ル
を
も
っ
て
為
替
相
場
安
定 

の
た
め
の
安
定
基
金
' Stabilization F

u
n
d

の
設
置
を
定
め 

た

が

、

翌

：
一

月

三

.

一
日
に
は
、
旧
平

«

ー
ォ
シ
ス
ニ
〇
.
六 

'七
.ド
ル
.を
.廃

し

‘て

一

ォ

ン

ス

兰

五

ド

ル

の

新

八

ム

定

価

格

を

設
 

定

し

た

一

(

金
量
の
四
〇

V
.九
四
％
,切
下
げ
、
金
価
格
で
の
六
九
•
三 

%
引

上

げ

と

：
な

る

)

。

.さ
て
、
:'
ル
ー
ズ
ヴH

ル
：ト
政
権
が
一
九
三
三
年
八
月
下
旬 

以
後
、
殊
に
、
ド
ル
の
金
価
格
引
上
げ
を
明
確
に
指
向
し
て 

一
'0
月
で
^

«
|^
、.
金
買
上
政
策
を
強
化
し
た
理
由
は
、

一
 

九
ー
ー
1

年
夏
前
後
の
景
気
動
向
に
あ
っ
た
。
製
造
工
業
生
産 

指
数
は
、

ー
九
ニ
.三
丨
ニ
五
年
を
ー
〇
〇
と
し
て
、

一
九
三 

三
年
三
月
に
.は
六
六
で
あ
っ
た
が
.'
1'
そ
の
後一.

時
急
速
に
上 

昇
し
て
、■'

七
月
に
は
一
〇

一
と
な

っ
た
?0

し
か
し
、
八
月
以

.'.…

.抑
-

,

.

.

■
叭

後
反
転
し
て
下
落
を
示
し
、

一
〇
月
に
は
七
七
、

一
一
一
月
に
は
六
七
ま
で
低
下
し
た
。
k

業
生
産
指
数
■に

.
つ

い

て

も

八

月

を

ピ

ー

ク

と

す

る

司

様

.
 

■
 

.

.

.

.

.
 

.

:

の
動
き
が
見
ら
れ
た
。
卸
売
価
格
指
数
は
.'
.一
九
ニ
六
年
を
ー
.〇
〇
と
し
て
、

一、九
三
三
年
ニ
月
に
：は
五
九
‘
八
で
あ
っ
た
も
の
が
七
月
に
六
八

r
九
へ
と
上
昇
す
る
.が
、
' そ
の
後
上
昇
の
度
合
は
鈍
っ
て
一
〇
月
：に
は
七
：ー：；

'
.-1
と
，横
這
>
の
状
態
に
あ
り
、
殊
に
農
産
物
の
場
合
に
は
七
月
の 

六

〇

•
一を
ピ
ー
ク
と
し
て
^
び
下

降

し
1
0月
に
は
五
五
.
七
と
，な
っ
た
。
要
す
各
に
、
ル
ー
ズ
ヴ
.ェ
ル
ト
.の
大
統
領
就
任
後
開
始
さ
れ
た
新 

.た
な
諸
政
策
に
刺
戟
さ
れ
て
生
産
活
動
は
一
時
活
発
化
し
.た

も

の

の

，、

恐

慌

の

深

刻

な

影

響

か

ら

は

脱

1,
え
ず
、
こ
れ
ら
の
諸
政
策
に
よ
っ
て
期

待
し
た
価
格
水
準
の
，上
昇
も
極
，め
ャ
微
弱
な
も
の
で
し
か
な
が
っ
：た
。
;.
;
:

•
 

.-.. 

.
.

金

価

格

の

.漸

次

的

な

引

上

げ

の

政

策

が

:'
と

め

よ

.う

な

国

内

諸

政

，策

の

行

き

詰

り

を

打

開

す

る
こ
と
を
志
向
し
そ
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ 

■と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
当
時
、
こ
の
政
策
を
正
当
化
す
る
た
め
に
お
こ
な
わ
れ
た
ゥ
ォ
ー
レ
ン
0
§

0<
1
の
^

琴

や
ピ
ア
ソ
ンF

r
a
n
k

 A
.

 

?

|
3
0
1
1,等
の
_立
論
は
、
事
態
.の
：内
包
す
る
諸
関
連
を
正
し
く
把
握
し
た
も
の
で
•は
な
か
.っ
た
。
こ
の
理
論
は
、
貨
幣
数
量
説
の
見
地
か
ら
構
成 

さ
れ
、
ド
ル
の
金
価
格
の
上
舁
は
国
内
価
格
水
準
を
刺
戟
し
て
こ
れ
.を
上
昇
せ
し
：め
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ(

社
。

ル
，丨
ズ
ヴ
ェ
，ル
ト
は
ー
.九
三
四 

年
一
月
に
お
け
る
新
公
定
価
格
設
定
に
際
し
て
、
.旧
価
格
よ
り
の
切
下
げ
^ -
の
目
標
を
.：一
九
ニ
六
年
の
価
格
水
準
の
回
復
に
置
い
て
、
ゥ
ォ
ー
レ

ン
の
説
に
近
い
'こ

と

を想
わ
せ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
む
し
：ろ
、
国
内
の
.イ

ン

フ

レ論
者
に
対
す
る
弁
明
で
あ
っ
た
と

い

え
よ(

ザ

一

九

三

三

.

. 

•
 
< 

-
. 

' 

.
 

- 

-

年一

〇
月
末
よ
り
の
金
価
格
引
上
げ
の
開
始
を
必
至
と
し
た
直
接
の
理
由
は
、
む
し
ろ
次
の
点
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

A
月
末
以
来
の
金
買
上 

政
策
で
の
価
格
は
，
自
由
金
市
場
に
よ
っ
て
全
く
受
動
的
に
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
前
に
掲
げ
た
表
汉
が
示
す
よ
う
に
、

九

月 

末
に
は
、
こ
の
価
格
は
平
価
よ
り.三
；五
%
低
位
に
.落
ち
‘た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
〇
月
一
六
日
に
は
二
八
％
ま
で
戾
す
と
い
う
変
化
が
み
ら
れ
た
。
 

こ
れ
は
、
ア
メ
：リ
ヵ
政
府
の
国
債
償
還'の
方
針
が
そ
の
直
前
に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
に'よ
る
の
で
あ
る
'^ 1
:

そ
め
こ
と
は
と
も
か
く
'
各
国
の
為
替 

切
下
げ
競
争
が
激
化
し
て
い
る
状
態
の
な
か
で
ド
ル
為
替
相
場
が
か
か
る
変
動
を
示
す
こ
と
は
、
ア
メ
リ
ヵ
の
輸
出
貿
易
に
と
っ

て
不

利

で

あ
っ 

た
。
こ
.の
よ
う
.な
事
態
を
契
機
と
し
て、
.金
買
上
：げ
政
策
は
、
.為
替
相
場
の
管
理
と
い
う
意
図
を
明
確
に
示
す
に
到
：っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ 

う
。
し
か
.し
，
こ
の
政
策
の
も
と
で
も
な
お
、
ド
ル
の
金
価
格
の
木
安
定
性
が
国
際
取
引
の
阻
害
要
因
と
な
る
と
す
る
不
満
は

l
< t
、
結
局
、

一
 

九
三
四
年
一
.月
末
の
新
公
定
価
格
の
設
定
に
到
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ

<た
の
で
#
る
。：
要
す
る
に、
.

I

九
三
四
年
一
月
末
の
金
の
公
定
価
格
の
引
上 

二
ュ
ー
•
デ
ィ
I
ル
財
政
の
構
造
分
析

(

一) 

四
|
|
ー

 

へ，̂
三
一)



-
- 

,
/
x
^
- 

-

.

四

四(

八
三11)

げ

の

意

図

し

：
た

所

は

次

の

よ

9
に

み

る
-<
身

で
.あ

ろ

う

。.：す
な
ー
わ
ち
、
：

.ド
ル
：0
金
価
格
の
引
上
げ
と
安
定
基
金
に
よ
る
操
作
と
に
よ
っ
て
為
替
相 

.場
の
切
卞
げ
を
可
能
と
私
，
こ
れ
に
:0
:

っ
.て
輸
出
の
増
太
を
.|
+
り
、..へ.ま
.た
；；--
*
方
で
'は

，

金

価

格

の

：

|1
1
.-定

化

を

誘

因

と

し

て

海

外

よ

り

の

資

本

投
 

^
^ '
金

流

入

を

促

し

ぐ
/こ
釭
ら
に
よ
っ
セ
再
生
產
過
程
の
機
能
が
回
復
し
て
ゆ
く
な
か
で
価
格
水
準
の
上
昇
す
る
ば
と
を
胡
待
し
て
い
^

.あ
る
。
従
っ
て
、：

一：：
九 
一一.
m
l年
、，1};

ュ：I
. 

r
.
l

ア
イ
.
I 

.
ル
開
始
当
初
^
お
-
け

る

金

：
輸

出

禁

.

止
等
の
：措
置
と
他
の
国
内
政
策
と
の
関
連
が
そ
う
で
あ
0 

た

よ

;-
.
5忙
、

ー
.九
ー
一
:
1四
年
初
の
：̂

の
|場
食
に
-お
い
.て
.も
、
.:
金
価
格
引
上
げ
は
直
ち
^
国
内
に
：お
け
る
イ
ン
/フ
レ
，
シ
ョ
'
ン

政

策

の

.
展

開

と

結

び

つ

け
ら
れ
た
の
-'で
'は
&

か
.っ
た
こ
と
は
明
ち
か
.で
あ
る
。
.
マ
.
.
，
.
：

，
:
:
'

 ̂

\
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. 

.

.
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.
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.
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 ̂

d
- 

§

- 

T
O
P

(

.4)

な
お
ゥ
ォ
|
レ
ン
:^
.ト
ル
吻
金
-#
*

-^
の
七
五
%
増
':
^
に
よ
っ
て
一
九
ニ
六
年
の
価
格
水
準
へ
の
復
婦
が
保
証
さ
れ
、

一
〇
〇
%
増
加
さ
せ
れ
ば
こ
れ
を 

上
廻
る
こ
と
と
な
>̂
;
と
主
張
し
た
。'
>
.
.
匀
.
0
2;
.
0
^
0
2,
.-*
0
1
5.
2.
1
:
;
.
,
10
.
.7
4
.
:

V
.46)

松
村
善
太
郎
、T

•ニ.
 

H
i
.-
デ
ィ
ー
.ル
通
貨
政
策
の
展
開
過
程』

>「

経
済
理
論」

、.
ー
九
五
六
年
ー
ー
ー

_月
、
三
七
頁
。

>
. 

0
2
^
0
^
- 

o
p 

0
^
- 

s
.
;

48) 

p

^

E

I5:
pâ
w

w
^:
i

，
o
p
2.
r

p

.3
oo
9

. 

’、

49)

こ
の
点
お
よ
び
次
項
で
扱
う
通
貨
政
策.に
関
す
る
分
析
に
つ
い
て
は
、
機

村

隆

文

『

物
貌
水
準
.の
-変
動
.と
賢
理
通
貨
制
度』

H

㈡
.

(
「

経
済
学
雑
誌
,; 

.
:
第
四
七
卷
四
号
お
よ
び
五
号
所
収

)

^

-0
教
示
支
え
た
点
が
多
い'0
:

-■ 

. 

. 

• 

■ 

.

.

. 

-
V 

■ 

•

(f
f
l
.一
 

.
九

三

三

年

三

■

月
に
始
ま
る
：金
本
位
制
停
止
か
ら
一
九
三
：四
年
一
月
に
お
け
る
金
国
有
化
、
ド
.ル
の
.金
価
格
引
上
げ
に
到
る
過
程
は
、
.国 

外
の
..諸
条
件
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
る
ァ
メ
リ
.
力

よ

り

の

金

流

出

、
，
為

#

相
場
の
変
動
.を
防
ぎ
、
そ
の
国
内
政
策
展
開
の
た
め
の
基
礎
条
件
を
為
替 

相
場
の
戦
略
的
操
作
に
よ
っ
て
確
保
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
政
策
は
そ
れ
自
体
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
指
向
す
る
も
の 

で
.は
な
力
っ
.た
と
し
て
も
、
た
と
え
ば
こ
れ
に
よ
っ
て
生
ず
る
発
券
準
備
金
量
の
評
価
替
と
、
予
期
さ
れ
る
金
の
流
入
と
は
発
券
限
度
を
拡
大 

し
、
従
っ
て
発
券
量
を
拡
大
す
る
危
険
を
持
た
ざ
る
を
え
な
い
。
既
に
財
政
支
出
が
膨
脹
し
つ
っ
.あ
る
状
況
の
な
か
で
は
、，
赤
字
支
出
の
噌
大
こ

よ
る
イ
ン
：フ
レ
ー
シ.ョ
.ン
の
進
行
す
る
危
険
は
多
分
に
存
在
し
で
い
る
と
考
え
ね
ば
な
^
な
.い
0
全
般
的
.諸
政
策
が
#
尾 
一
*
性
を
保
ち
.う
る
た 

め
に
は
中
央
銀
行
制
度
に
よ
る
ィ

N

フ
，
抑
制
の
機
構
がf

で

そ

ち

従

っ

て

、.
こ
の
機
構
の
倉

规
钳
し
.あ
う
関
係
に
あ
0
.
:
た
°
以
下
、
.
.
こ
.
の
.点
を
検
討
し
よ
う
。

• 

.

.

. 

. 

.

.

.

て
：

.

(

o.
 

ノ
 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

一
九
三
三
年
よ
り
三
五
年
.ま
で
の
間
に
お
こ
な
わ
れ
た
信
用
機
構
改
靜
は
、
..j

九
T
A .
年
以
来
の
'孤
慌
.の 

'過
程
.
お
い
て
明
ら
.‘か
と
な
.つ
た
ア 

メ
”
ヵ
の
狺
用
觀
構
め
脆
弱
性
を
除
去
し
い
そ
の
欠
陥
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
ト
つ
た
と
同
‘時
ち
各
本
位
制
の
停
止
さ
れ
た
狀
況
の
も

-
 

T 

 ̂

.
1 

' 

-

と
で
、
：.
こ
れ
.に
即
応
し
.
.て
弾
カ
的
な
信
用
政
策
を
操
作
し
う
る
こ
と
.、
財
政
支
出
の
増
大
、
海
外
よ
り
の
金
流
入
が
見
通
さ
れ
る
な
か
で
イ
ン
フ

.

•

/•
-
.
•
•.
-

.

• 

• 

.

.•
• 

. 

I 

. 

• 

- 

•
1 

.

•■
: 

- 

. 

<

*!
.
•
.
+ 

•
•
•

レ
I

シ
ョ
ン
を
回
避
す
る
操
作
が
で
.き
る
'よ
う
に
す
る
こ
と
を意
図
し
た
も
の
で
あ
：つ.た
。
.も
ち
ろ
ん
、

こ
の
ニ
が
W
明
確
に
は
分
離
し
え
な
ぃ 

の
で
あ

-̂
が
，
主
と
し
て
前
者
に
関
連
あ
.る
改
革
ど
し
.て
ば
、.
連
邦
預
金
保
険
会
社F

e
d
e
r
a
l

 D
e
p
o
s
i
t 

I
n
s
u
r
a
n
c
e

 

C
o
m
p
a
n
y

の

設

*
、
国
 

法
銀
行
の
最
低
資
本
金
額
の
引
上
げ
、
商
業
銀
行
に
お
け
る
証
券
発
行
引
受
業
務
'の
分
離
等
を
あ
げ
る
.こ
.と
が
.で
#•
る
が
.、

，

当
面
■.こ
..こ
：で
ぼ
、
通 

貨
廣
用
政
策
を
規
制
す
る
第
-ー

へ

の

点

に

つ

い

て

み

る

こ

-と

と

ず

る。

-
 

.
 

■
■ 

• 

.

:

-

ニ
〇
年
代
に
お
け
る
速
邦
準
備
制
度の
信
用
統
制
め
主
な
手
段
は、

㈠
.のg

で
指
摘
し
た
よ
う
に、
，
..割
引
率
の
操
作
.と
公
開
市
場
操
#'
で
あ
ジ 

た
が
、.
公
開
市
場
操
作
に
つ
い
て
は.、■'連
邦
準
備
制
度
理
事
会
气.
各

準

備

銀

行

：
の
..

代
表
五
名
に
よ
.？
て 

な
.権
限
を
持
つ
’よ
.

う
：：

に
な
り
，
ま
だ
广
割
引
率
に
ヴ
い
て
は
各
準
傲
銀
行
ぼ
そ
^
変
更
に
際
し
て
®

た
。
.そ
じ
.て
、
こ
扭
ら
ニ
づ
の
手
段
虼
加
え
て
：
さ
^

に
商
襄
鉞
行
の
預
金
克
払
の
必
要
準
備
率
を
当
時

」

..

(1
'

九
一
ー£
年)

'の
水
準
の
'

5 

.

.を
限
度
.と
し
：て
操
作
^

$
る
権
限
が
避
邦
準
備
制
度
理
事
倉
に
与
え̂
托
た
.タ
ま
た
、
，
ダ
.ネ
 

時
盼
な
.も
.の
と 

さ
れ
て
.いf
e商
業
銀
行
の
準
備
銀
行

E

持
ち
&
往
貨
批
担
保
範
囲
办
«
灰
を
永
久
他
し
':て

、
：：
商

槳

鉱

行

.
：へ

の

貸

出
規
制
梦

ゆ

.る

め
右
と
同
時
に
、ン 

必

要

，と

認

め
.
<
^
れ
る
場
合
に
は
、.準
備
銀
行
の
判
.断
によ
つ
て
こ
^
を
拒
否
ず
る
ど
と
が
可
能
ど
さ
れ
-た
ャ
ま
た
十
準
^
銀
行
ば
ッ
財
務
省
ゼ
ヴ 

直
接
証
券
を
購
入
す
る
：こ
と
を
禁
ぜ
ら
れ
た
。
ざ
ら
に
、：、連
邦
,
饊
翁
度
理
事
会
は
大
統
領
任
命
に.よ
各
七
人
の
理
事.に
よ
マ
で
構
成
.さ
れ
る
も 

i

!
デ
ィ
I
ル
財
政
の
構
造
分
析(

一)

.
:

•

四

五

.
S
雪

，



の
と
，し

て

，
：
財

務

省

長

官

と

通

貨

監

督

官

を

そ

の

構

成

，員

.よ
り」

除
い
て

5
に
i
こQ
時
期
の
改
苹
.に
よ

って

、

連
邦
準
備
制
度
理
*
会
は
政
府
に
対
ず
る
独
立
性
を
職
め
る
どft
；
時
に
、
M.
用
統
制
上
の
多
く
の
證
：を 

集
中
的
に
把
握
す
る
に
到
っ
，た
。
：；
.そ
.1>
.て
、
' 

:

連
邦
政
府
^
の
関
連
に
っ
い
^
み
れ
ば
、
：公
債.の
準
備
銀
行
に
よ
を
直
接
引
受
は
禁
止
さ
れ
、
公
開 

市
場
操
作
の
面
で
も
政
府
の
発
言
権
は
弱
め
ら
れ
て
ブ
公
債
発
行
•
民
間
引
受
，
準
備
銀
行
の
公
開
市
場
で
の'即

時

購

入

、

従

っ

て

^

^

上

の

準
 

備
銀
行
引
受
で
の
公
債
発
行
は
不
可
能
ど
な
り
、
赤
字
支
出
增
大
に
よ

'る
ィ
：

v

フi

 —

シ
：
ョ
ン
：を
抑
制
ず
る
機
構
が
と
こ
に
形
成
さ
れ
て
い
る
と 

い
え
よ
う
。；
ま
た
、11
事
会
に
よ
る
支
払
準
備
率
操
作
が«1
:
能
と
.な

0

こ̂
；
と

は

、

：：

超

過

準

備

の

増

；奈

よ

衣

<
.ン
フ
レ
I
シ
ョ
ン
へ
の
危
険
を 

規
制
し
う
る
こ
と
.を
意
味
し
.、
全
体
と
し
て
、
連
邦
準
備
制
度.に
.
.よ
る
逋
貨
操
作
め>弾
カ
性
.を
高
め
：る
も
の
：で
あ
づ
，
た
。
最
後
に
、
連
邦
政
府
財 

務
省
と
連
邦
準
備
制
度.の
関
係
は
：、
上
に
述
べ
た.こ
-と
に
.つ
き
る
の
で
1
な
5
;こ
と
、
：
す
な
わ
ち'.
財 

安
定
資
金 

の
統
制
の
.権
限
、
：お
よ
び
、

財
務
省
の
取
得
し
た
金
を
不
胎
化
し
、

あ
る
い
.は
こ
れ
を
解
除
す
る
権
限
、

こ
れ
ら
は
連
邦
準
備
制
度
の
操
作
を 

「

完
全
に
庄
倒
し
う
る」

可
能
性
を
食
ん
で
い
る
とい
：う
事
実
で
あ

る

。

も
ち
.ろ
ん
、

.こ
れ
に
よ
る
影
響
は
、

こ.れ
ら
の
権
限
：に
よ
る
操
作
が
ど

の
よ
う
な
時
期
に.、
ど
れ
程
の
規
模
で
お
：こ
な
わ
れ'る
が
に
か
沢
っ
へ
て.い
.ふ
と
ば
う
べ
ぎ
.で
あ
る
う
。
-/
■

•
 

.
 

.

.

50)

信
用
機
構
改
革
の
内
容
に
つ
い
て
は
、p. Studenski and H. 

E. K
r
ss, op. 

c

i

rH
’ V, 

I

f

, op. 

c
i
r

pp. 

325 〜
32,

お 

:.
よ
び
前
掲
の
磯
村
論
文
を
参
照
し
た
。
，
；

':
:

:'
,
ノ

：

(

5]
} Richard Sidney Sayers,

へ

American Banking SystemV 1948, 

.
p
.ol
o
.な
お
、こ

の
場
合
の
金
の
.不
胎
化
あ
る
い
は
解
除
と
は

^
の
よ

う

な
手
続 

に
よ
る
加
盟
銀
行
の
支
払
準
備
高
に
対
す
る
作
用
を
.指
す
。
.
す
な
わ
ち
、
.財
務
省
は
金
の
買
上
げ
に
際
し
、
連
邦
準
備
銀
行
あ
て
小
切
手
を
振
出
し
て
金
の 

代
価
を
支
払
い
，
こ
れ
に
.よ
っ

て
資
金
を
連
邦
準
備
銀
行
に
お
.け
る

財
務
省
勘
定
よ
り
金
を
売
却
レ
た
加
齓
銀
行
.の
.勘
定
へ
移
動
さ
せ
る
。
か

く

て

、

0
m
. 

備
銀
行
に
お
け
る
：財
務
省
の
預
金
残
高
は
減
少
し
、
加
.盟
銀
行
の
支
払
準
備
高
は
増
加
す
る
。
財
務
省
は
買
上
げ
た
金
と
.同
：額
の
金
証
券
を
発
行
し
て
、
連
邦 

準
備
銀
行
に
保
有
せ
し
め
、
こ
れ
に
よ
り
財
務
省
の
預
金
残
高
の
減
少
を
補
填
す
る
。
か
く
て
\
財
務
省
の
預
金
残
高
は
：金
買
上
げ
以
前
と
変
ら
ず
、
連

邦

準
 

備
銀
行
に
お
け
る
加
盟
銀
行
の
支
払
準
備
高
が
■以
前
よ
り
も
増
加
す
る
。：

他
方
' 
不
胎
化
政
策
の
も
と
で
は
買
上
げ
た
金
を
不
胎
化
勘
定
に
入
れ
、
こ
の
財
務
. 

省
預
金
残
高
の
補
塡
を
、
現
在
加
盟
銀
行
に
保
有
せ
.し
め
て
.あ
る
財
務
省
預
金
を
利
用
す
る
か
、
借
入
を
す
る
か
に
よ
り
，
金
代
金
支
払
額
と
同
額
を
民
間
よ

り
引
揚
げ
る
。
従
っ
て
、'加
盟
銀
行
の
支
払
準
備
高
は
、
金
買
上
以
前
と
同
額
の
ま
ま
と
な
る

。
' 

V

(

52) 

G. 

G. Johnson, 

op. 

c
i
r*d
'
CA
ioo
.

.

.

.

. 

.

.

.

.

. 

.

.

ル

ー

ズ

ヴ

H

ル
ト
政
権
が
樹
立
さ
れ
、
金
融
.恐
慌
が
ー
応
« ;
静
を
み
た
後
、
五
月
よ
り
連
邦
準
備
銀
行
に
よ
る
公
開
市
場
政
策
は
再
開
さ
れ 

た
。
こ
の
場
合
、

一
九
三
ー
ー
年
ニ
月
の
グ
ラ
ス
：
ス
テ
ィ
ー
ガ
ル
抝
に
よ
る
連
豸
#
備
銀
行
の
発
#

^
カ
の
拡
大
が
こ
れ
を
可
能
と
し
て
い
る 

と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
連
邦
準
備
銀
行
の
政
府
証
券
保
有
高
は
四
月
末
の
ー
/\
.，
四
億
ド
ル
よ
り
、
.

「

一
月
末
の
ニ
四
.
四
憶
ド
ル
へ
と
増
大 

し
、
約
六
億
ド
ル
の
発
券
量
の
増
大
が
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、.
流
通
通
貨
量
の
増
大
を
も
た
ら
す
こ
と
な
く
、
連
邦
準
備
銀
行
に

お
け
る
加
盟
銀
行
の
債
務
を
返
済
し
超
過
準
備
を
増
大
さ
せ
た
に
止
ま
っ
た
。

一
九
三
四
年
以
後
ば
、

通
貨
供
給
を
意
図
し
た
公
開
市
場
操
作
は

J)

長
期
間
に
亘
っ
て
お
こ
な
わ
れ
ず
、

一
九
三
七
年
以
後
の
そ
れ
は
、
む
し
ろ
、，
公
債
価
格
安
定
政
策
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

一
 

九
三
四
年
以
後
三
六
年
ま
で
：、
連
邦
準
備
銀
行
の
政
府
証
券
保
有
高
は
ニ
四
，
三
億
ド
ル
の
水
準
を
維
持
し
て
変
化
を
示
さ
な
か
っ
た
。
そ
の
間 

一
九
三
：五
年
銀
行
法
に
よ
°
て
、
連
邦
準
備
銀
行
に
よ
る
政
府
証
券
の
直
接
引
受
は
禁
止
さ
れ
、

一
九
四
ニ
年
ま
で
こ
の
状
態
が
続
い
て
い
る
。
.

従
っ
て
一
九
三
四
年
以
後
、
三
〇
年
代
に
間
す
る
限
り
、
連
邦
政
府
財
政
が
そ
の
公
債
発
行
に
よ
っ
て
新
た
な
通
貨
の
造
出
を
も
た
ら
し
て
、
イ

.

‘
.6)

ン
フ
レ
ー

シ
ョ
シ
を
進
行
さ
せ
た
と
み
る
ベ
き
理
由
は
存
在
し
■な
い
。
三
.

0
.

年
代
の
財
政
運
営
が
こ
の
よ
う
な
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
抑
制
機
構
の 

も
と
で
お
こ
な
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
財
政
収
支
が
常
に
赤
字
を
兩
し
て
い
た
と
は
い
え
、
な
お
そ
の
規
模
が
相
対
的
に
限
ら
れ
た
も
の
で
あ 

っ
た
こ
と
に
よ
る
。
連
邦
政
府
の
財
政
資
金
0'
'
対
民
間
収
支
.

(

但
し
借
入
を
除
ぐ
>
.を
み
.る
と
、

ニ
九
三
四
年
度
よ
り
四
〇
年
度
ま
で
の
間
は
、
対 

民
間
支
払
の
規
模
は
平
均
七
九
億
ド
ル
、
そ
の
収
支
は
平
均
一
-

1

K
ル
め
^
字
と
な
っ
.て
い
る
の
に
対
し
、
一
九

四

一
年
度
よ
り
四
六
年
度
ま
で

• 

:
'

(

57)

.

.

の
間
に
は
"
平
均
六
三
一
偉
ド
ル
の
支
払
、
平
均
三
一
三
億
ド
ル
の
赤
字
で
あ
る
。

こ
の
上
う
に
い
う
こ
と
は勿
論
、

一一■
ュ
ー

*
デ
ィ
I
ル
期
の
財

. 

- 

■ 

.

.

. 

.

玫
と
そ
れ
以
前
の
も
の
：と
の
間
に
大
き
な
変
化
の
あ

っ
た
こ
と
を
■否
萣
す
る
も
.
の
，
で

は

な

い
が
、
.
同
^
に
>

m

一
一 
次
大
戦
期
の
そ
れ
に
比
し
て
相

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

一
.
'
.
'
.
.
.
. 

,

対
的
に
収
支
お
よ
び
赤
字
の
規
模
が
小
さ
か
っ
た
こA

l
t

そ
め
た
め
に
、
不
換
制
へ
の
移
行
の
後
で
あ
り
な
が
ら
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
抑
制
の 

ニ 

.ュ！

デ
.ィ
丨
ル
財
政
の
構
造
分
柝
.

(

ー)

. 

‘ 

'.

四

七

(

八
：—
1五)



表 V 金 保 有 の 推 移 （舉 位 100万ドル ):...

ノ..
金保有"額 (年. 末） . . 金 保 有  

増 加 額
金 輸 ：入 
純 額

イヤマ一クによ

る純取得又は純 
損失(一）

. 国内新産金：

(D1934 8,238 .4,202.5 1,133.9 8 2 .6 92.9
- 1935 . 10,125 1,887.2 1,739.0 0 .2 ぐ 110.7

1936 ⑵11,258 1,132.5 1 ,116.6 ./ - 8 5 .  9
. '.

131.6- ( 3 ) ■ . •' - ... .' ■ ■■
1937 ；12,760 1 ,502 .5 1-585.5 • >~200.4 ： ；: 143.9
1938 14,512 1,751.5 - 1 , 9 7 3 . 6 —333.5 ■148,6
1939 17,644 3,132.0 3,574.2 -5 3 4 .4 161.7

( 1 ) 3 4 年 1 月 は 1 オンスF 2 0 . 6 7 ドル，それ以後は 35てドルで計算されてある。

. ⑵ 不 胎 化 勘 定 2 ,6 5 0 万ドルを含む。 ⑶ 不 胎 化 勘 定 1 2 偉 2 .7 9 0 万ドルを含む。 

，資料： F d eral’Reserve Bulletin,. Oet. .1940: p.‘'1,110.. " - ；'.

機
構
を
存
置
し
え
た
の
で
.あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
.い
。
じ
か
し
そ
れ
と
と
も
.に
、
' 財 

.
政
運
営
を
.こ
の
よ
う
.な
貌
構
の
な
‘か
で
進
め
.る
た
め
.に
は
、
財
政
運
営
自
体
が
種
々
の
制
約 

を
受
け
ざ
る
を
え
な
い
。
：
ル
一
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
政
権
の
、
支
出
を
増
大
さ
せ
る
'
一
，
方

で

の

増

税
 

1

,

三
七
年
恐
慌
爾
の
時
期
に
お
け
る
予
算
均
衡
化
へ
.の
固
執
等
は
、
三
0
年
代
に
お
け 

を
.こ
の
よ
う
な
、機
構
眼
条
件
.の
維
持
と
密
接
に
閨
連
1>
.て
い
る
^
で
あ
る
。

.：
_

り

.

.

.

'•
他
方
、
;一
九
一f

一
四
年I

月
の
新
公
定
価
格
の
設
定
は
、—

為
替
相
場
の
意
図
的
操
作
を
通
じ 

て
.ア
.メ
.
.
^
>
.
ヵ
資
本
主
義
の
0:
際
的
関
.嚴
^;
有
利
た
ら
じ
め
よ
う
ど
す
る
戦
略
的
意
味
を
持
つ 

と
と
も
に
、
資
本
の
導
入
、
金
流
入
を
こ
れ
に
よ
っ
て
期
#-
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た 

が
、：
事
実
、
'ョ
丨
ロ
1グ
-;
に
お
け
各
政
治
情
勢
0.
不
安
定
化
に
も
助
げ
ら
れ
.で
、
. '一
九
三
四 

年
以
後
、

ア
メ
リ
ヵ
へ
の
金
吖
流
入
ぼ
著
じ
ぐ
增
大
じ
ノ
国
内
新
産
金
買
土
高
も
ま
た
増
大 

'.
•
し
た
：.8,
¥
参
照
0

. 

■
ご
.れ
ら
の
、流
入
金
^
V
,先
に
指
摘
し
た
1

1

に
従
'0

て
、
加
盟
銀
行 

の
支
払
準
備
萵
を
増
加
さ
せ
た
。.
こ
れ
は
、
' 

連

邦

準

備

銀

行

の

公

開

市

場

政

策

が

..一

九

三

四 

年
以
後
お
こ
な
わ
れ
な
く
な
0
た
^
と
の
最
大
の
理
由
で
あ
る
。，
同
時
に
、
.一.，九f

一
：一
三
年
の 

公
開
市
場
操
作
に
お
い
て
と
同
様
.に
ー
、
‘
.金
流
入
に
伴
う
.
#の
事
態
が
低
金
利
政
策
の
強
化
、

'
産
業
に
対
す
る
紙
行
信
用
供
与
の
増
大
、
..
な
れ
に
上
る
&

産
活
動
の
活
発
化
，を
も
.た
ら
ずこ

、9)

と
を
期
待
し
て
い
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
b
が
し
こ
'こ
で
%:
.ま
.た
..
>
.
超

過

準

備

の
形
成 

が
そ
の
主
な
結
果
で
あ
っ
た(

表
贝
参
照)
。
こ
の
こ
と
は
、
三
〇
年
代
の
停
滞
的
諸
条
件
の 

•'
'
な
か
‘で
生
ぜ
ざ
る
を
え
な
が
っ
た
私
信
用
膨
脹
政
策
の
限
界
を
示
す
も
の
で
あ
っ
ぜ
。
そ
し

表V I 加盟銀行の主要資産 • 負 債 の 推 移 （単 位 100方卜:ル)
年 : 末 預金総額 支払準備額 内超過— 備 贷 付 投 資 内政府偾— 焚付および 

投 資 計

1933 23,771 2,588 766 12,833 12,386 7,254 25,220
1934 28,943 4,037 . 1,748 12,028 16,122 10,895 28,150
1935 32,159 5, 716 2,983 12,175 17,810 12,269 29,985
1936 35,893 6,665 2,046 13,360 19,640 13,545 33,000
1937 34,810 6,879 1,071 13,958 17,794 - 12,371 31,752
1938 36,211 8,745 3,326 13,208 18,863 13,222 32,070
1939 39,930 11,473 5,011 13,.962 19,979 14,328 33,941

0, p. 7 9 3 ,阻し，準備額と政府債については各年 .n, Aug.ve 
た<

rvesei質科： Federal 
. 次め統計に

て
、
公
債
発
行
は
新
規
の
通
貨
造
出
を
不
可
能
と
.さ
れ
て
い
る
三
〇
年
代
の
諸
条
件
の
な
か
で
は
、
こ
の 

超
過
準
備
の
一
部
を
吸
収
し
て
ま
か
な
わ
れ
た
.の
で
あ
づ
て
、
■

ぃ
ゎ
ば
、
遊
休
貨
幣
資
本
を
起
動
化
す
る 

こ
と
に
よ
っ
て
、
公
債
支
出
は
不
況
克
服
の
主
要
な
役
割
を
担
当
す
る
こ
と
之
な
る
。

(

53) 

"Federal Reserve BulletinV Dec; 

1933, p. 

742.

V
54)

.

.
一
 

九
三
三
.年
-の
五
.月
末
と
同
年
..一一
，.

1

月
末
と
.を
比
較
.す
'る
と
..、
流
通
通
貨
..量
..は

い

ず

れ

に

.
お

い

て

も

五

五

億 

.
ド
ル
で
！'

r

変
超
過
準
破
は
三• 

二
億
ド
.，
ル
；
よ

り

七
.
‘七
.億

ド

：
ル

へ

と

増

加

し

た

。.-Federal 

Reserve Bull?

(

5r
; 

H. 

V
,

 Prochnow, 

op. 

c
i
r
?

K
-<
J
IP°

(

56)

一
九1

一
一
四
年

一

月

の

.
新
公
定
価
格
設
，定
に
際
し
て
生
じ
，た
財
務
省
保
有
金
の
評
価
替
差
益

.は
、
総
額
約
二
八 

，億
ド
ル
で
あ
る
が'
こ
の
ぅ
ち
、1|〇

億
ド
ル
が
安
定
基
金
に
あ
て
ら
れ
、
六
億
ド
ル
が
国
法
銀
行
券
の
傲
還
に 

あ
て
ら
れ
る
な
ど
、
流
通
界
に
は

：

ほ
と
ん
ど
投
入
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
財
政
収
支
赤
字
の
補
塡
に
あ
て
ら
れ

,

■'
,た
場
合
に
は
、
流
通
通
貨
総
量
を
増
大
さ
せ
、
' 価
格
標
準
を
切
下
げ
る
役
割•を
果
し
た
箸
で
あ
る
。
処
分
の
詳
細 

に
つ
い
て
は
次
の
文
献
を
参
照。^Annual R

e
p
o

'aof the Secretary of the Treasury on the State of 

.
the finances for Fiscal Y

e
a
r

 ended J
un
e 

3
P

1
9
4
5

s

p 
p 

§

，

(

57) 

U. s. 

Dept, of Commerce, op. 

c

i

rt̂
2
,

(

58)

注(

51)

参
照
。
こ
の
手
続
に.よ
る
連
邦
準
備
銀
行
の
金
証
券
保
有
額
の
増
大
は
、
発
券
基
礎
を
拡
大
す
る
こ 

■

と
と
な
り
、•
急
速
：に
グ
ラ
ス•
ス
テ
ィ
ー
ガ
ル
法
の
：適
用
を
不
必
要
と
し
て
い
っ
た
。

J
;
D
.

 

Paris, 

op. 

c
i
r

pp. 

S5
~
6. 
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•

59) 

A. 

W
.
c
r
a
w
f
o
r
d
,

 op. 

c
i
r
p
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214' 

.

(

60)

藤
井
洋
'『

>
1
.ュ
丨
.'
デ
ィ
ー
ル
の
信
用
政
策

』

、.「

社
会
科
学
研
究」

第
ニ
卷
第
ニ
号
、
四
 

一ー

ニ
頁
。

:C

付
記——

と
の
'小
論
'

は
'::1

■光
六
：

一::1

年
度
文
部
省
科
学
研.究

費
.

(

各
個
研
究) 

'に
よ
る
研
究
の
一
部
で
あ
る
。
な
お
、
 

:«
.者
が
'*
逝
_急
に
渡
独
の
_
会
冷
，あ
た
え
ら
れ
た
た
め
、
予
定
し
て
い
た
第

一

一
章
以
下
の
本
誌
へ
の
掲
載
が
今
後
し
ば 

fc
;
:<
i
以
間
不)

可
龍
ど
か
-0
:
:だ
：ム
^

:

^
諸̂
び
し
て
.お
こ
と
わ
り
す
る。)

I•.. 
一 *  .

ィI
ノレ

財
政

構
造
分
析

四

九(

八
三
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